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はじめに

この調査報告書は佐賀県農業基盤整備事業の施行に先がけて、国庫補助金を

得て実施した埋蔵文化財発掘調査報告書であります。

今年度も発掘調査により、旧石器時代から江戸時代に至る多くの遺跡が確認

され、遺構や遺物が検出されました。なかでも、東脊振村タヶ里遺跡、神埼町

志波屋遺跡群で検出された縄文時代から鎌倉時代にかけての大集落跡や神埼町

尾崎土生遺跡出土の木製把頭飾は特筆すべきものであり、これらの資料は、わ

が県の古代史を知る上で貴重な資料となるものであります。

ここに発掘調査報告書を刊行し、学術資料として、また重要な文化財を県民

の共有財産として大切に保存していくための資料として役立てていただければ

幸いです。

この調査にあたって、文化庁、県農林部、各市町村教育委員会、土地改良課・

産業課、並びに地元の関係者各位の深いご理解とご協力に対し、心からお礼申

し上げます。

昭和58年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長古藤 浩



例言

1 本書は国庫補助事業として昭和56 年度に発掘調査を実施した佐賀県農業基盤整備事業に伴

う文化財発掘調査報告書である。

2 調査は、文化財確認調査については佐賀県教育委員会が主体となり、文化財発掘調査につ

いては、当該市町村教育委員会および佐賀県教育委員会が主体となり行った。

3 本書の執筆者はつぎのとおりである。

I.n.v 木下 巧 .III-2 ③ 西村隆司

.III-1 ① 藤瀬禎博 .III-3 ⑤ 原田保則

.III-1 ②@⑪、 3④ 天本洋一 .III-3 ①②、 4①③ 岩永政博

.IV-2 、3、11 • IV- lO・ 19

• 11ト l⑤、 IV 1 久保伸洋 .III-3 ③、 IV- 4、 6 松尾吉高

.III-1 ⑥、 IV 5 八尋 実 .III-4 ②、 IV-13 中島直幸

.III-1 ⑦、 2②、 IV- 7 ・18 森田孝志 • IV-12 ・16 ・17 堀川義英

.III-1 ⑧、III-2 ④、IV- 9 蒲原宏行 • IV -14 ・15 川崎吉剛

.III-2 ①、 IV 8 福田義彦

4 整図は六田育子、川頭久美、森田孝志がおこなった。

5 編集は、調査担当者および、藤井伸幸、徳富則久、種浦修の協力をうけ、森田孝志が担

当した。

凡 例

1 遺構番号に用いた分類記号はSB:住居跡・建物跡、 SK:貯蔵穴・土壌、 SE:井戸跡、

SD:溝・溝状遺構、 SJ :聾棺墓、 SX:その他の遺構、 P:柱穴・小土壌である。

2 地図の方位はすべて座標北で、挿図、本文中に用いた方位は磁北である。

3 挿図中の、.は遺構・遺物包含層を検出した試掘溝、口は遺構、遺物包含層が検出されな

かった試掘溝を表わす。

4 調査期間は、現場での発掘調査期間である。
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③志波屋一本松遺跡SB003住居跡 住居跡(北から)

④志渡屋五本松遺跡S0001溝跡(西から) ⑦志波屋五本松遺跡SB322住居跡

⑧志波屋五本松遺跡SB357住居跡(北か ら)

図版11 ①北浦遺跡、 F区全景(南から) ③G区、 SB663、664建物跡

②G区南側遺構(東から) ④ F区 S X606石垣状遺構(南か ら)

図版12 ①柴尾橋下流遺跡調査区全景 ③S D004溝跡出土連弧文鏡(~)

②S K028貯蔵穴(東から) ④⑤S K028土墳出土土器

図版l3 ①杉町遺跡 I区全景(北から) ④杉町遺跡IV区全景(南から)

②杉町遺跡II 区全景(西から) ⑤織島西分A遺跡全景(南から)

③杉町遺跡田区全景(西から) ⑥織島西分A遺跡SK002土壌、 SBOOl住

居跡(南から)

図版14 ①板橋遺跡IV区全景 ③IV区SK428土壌(北か ら)

②板橋遺跡III区全景(西から) ④III区SE305井戸跡(北か ら)

図版15 ①久里大堀遺跡全景(西から) ④ S BI0l住居跡

②久里大堀遺跡全景(東から ) ⑤S BI03住居跡

③S BI0l・102住居跡 ⑥久里古川遺跡SE201井戸跡

図版16 鞍(鼓)遺跡遠景

図版17 ①鞍(鼓)遺跡調査区近景 ④A区土壊

②A区SJ 001聾棺墓 ⑤A区石囲い土壌墓

③A区SJ 003・004・005聾棺墓 ⑥A区古墳石室内遺物出土状況

図版18 ①上場遺跡遠景 ④柴尾地区 7号土壌

②上場遺跡全景(柴尾地区 、西から) ⑤上場遺跡出土土器、土製品

③柴尾地区 2号住居跡 ⑥上場遺跡出土石器

図版19 ①大橋遺跡全景 ③S K002土器出土状況



② S B001住居跡

図版20 山中遺跡全景(南から)

図版21 ①野田遺跡調査区西側全景(東か ら) ④S B038掘立柱建物跡(東か ら)

②野田遺跡調査区東側全景(東から) ⑤S E006井戸跡(南東から)

③S B001住居跡(西から) ⑥S K013土墳(北か ら)
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I 発掘調査に至る経過

(1) 設計協議

昭和53年4月の県農林部と県教委の農業基盤整備事業に係る文化財の取扱いに関する確認事

項に従って、工事に先立つ 2年前の 9月(実質的には前年)に施行計画の協議を行った。昭和

56年度は、佐賀東部地区(鳥栖市、神埼町、千代田町、東脊振村、基山町、三田川町、北茂安

町、三根町、諸富町) 373.8ha、佐賀西部地区(佐賀市、多久市、大和町、三日月町、小城町、

芦刈町) 233ha、佐賀南部地区(武雄市、鹿島市、白石町、有明町、塩田町、嬉野町) 275ha、

佐賀北部地区(唐津市、伊万里市、西有田町、相知町、北波多村) 110ha、佐賀上場地区(唐津

市、呼子町、鎮西町、玄海町、肥前町、北波多村) 90haの合計1085haである。施行主体は、九

州農政局上場水利事業所々管の国営、佐賀県農林部所管の県営、市町村所管の団体営(鳥栖市、

基山町、大和町、塩田町、嬉野町など)事業に区分される。また、佐賀東部導水路工事に伴う

文化財発掘調査を今年度から開始した。

(2) 確認調査

提出された設計書をもとに検討して、必要な地区へは現地踏査を行い、確認調査の必要な地

区と遺跡の所在が認められない地区との区別を行う。遺跡の存在が考えられ、確認調査の必要

が認められる市町村の教育委員会と土地改良担当課、当該事業を所管する上場水利事業所、県

農林部との第 1回目の 4者協議会を10月8日に開いた。

文化財確認調査は稲刈りが終了した10月下旬から麦の作付が始まる12月上旬までの聞に行っ

たが、農作物の状況によっては調査時期がずれることもあった。確認調査の方法は原則として、

2mX2mの試掘溝を20m間隔に碁盤の目状に設定し、文化財の有無、性格、広がりなどを調

査した。

(3) 開発と文化財保護に係る協議

確認調査結果を検討して各事業施工区内の詳細な遺跡分布図が完成し、約50万m'の遺跡分布

が確認された。開発と文化財保護の調整を計る第 2回目の 4者協議会を12月16日に開いた。そ

の後、昭和57年3月中旬まで各事業ごとに協議が継続され、 3月4日に第 3回の 4者協議を以

て昭和56年度の開発と文化財保護との調整がなされた。この調整で50万m'遺跡のうち 45万ぱは

工事で、設計変更による埋土保存の処置がとられることになったが、残る 5万m'については発

掘調査を実施し記録保存することになった。

本年度、市町村教育委員会が実施した発掘調査は、昨年度に同様な方法で確認調査の実施、

農林側との協議を経てきたものである。
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II 調査 組 織

(1) 調査主体

佐賀県教育委員会

佐賀市教育委員会

唐津市教育委員会

鳥栖市教育委員会

多久市教育委員会

武雄市教育委員会

神埼町教育委員会

(2) 事務局

佐賀県教育委員会

東脊振村教育委員会

小城町教育委員会

三日月町教育委員会

玄海町教育委員会

鎮西町教育委員会

肥前町教育委員会

北波多村教育委員会

局長藤山 厳県文化課課長

庶務会計中野安正県文化課庶務係長

野口茂実県文化課庶務係

次長川久保松広県文化課課長補佐

山口 勝県文化課庶務係

森由紀子県文化課庶務係

(3) 調査委員会

委員長古藤

委員 村岡

岡崎

浩佐賀県教育長

昭佐賀県教育次長

敬県文化財保護審議委員

沢村 仁県文化財保護審議委員

(4) 調査員

調査総括高島忠平県文化課課長補佐

調査主任木 下 巧県文{鴎文イ閣調鶴 2f，緑

委員宇田川勝之佐賀県教育次長

鏡山 猛県文化財保護審議委員

小田富士雄 県文化財保護審議委員

調査員 堀川 義英県文化課文化財調査第2係調査員 天本洋一県文化課文化財調査第2係

松尾吉高県文化課文化財調査第2係 岩永政博県文化課文化財調査第2係

蒲原宏行県文化課文化財調査第2係 川崎吉剛県文化課文化財調査第2係

森田 孝志 県文化課文化財調査第2係

調査員 福田義彦佐賀市教育委員会 調査員中島直幸唐津市教育委員会

藤瀬禎博鳥栖市教育委員会 西村隆司多久市教育委員会

原田保則武雄市教育委員会 奥 弘幸武雄市教育委員会

盛 峰雄伊万里市教育委員会 久保伸洋東脊振村教育委員会

八尋 実神埼町教育委員会 紡方裕次郎神埼町教育委員会

調査補助員山口繁樹・大坪正登・福田京子・道込秀人・迎 昌博・谷沢 仁
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表 l 農業基盤整備施工予定地内文化財確認調査一覧表(昭和 56年度)

地区 市町村名 工 事 地 区 名 所 在 士也 確認調査面積 調 査 結 果 備 考

佐賀東部 ，鳥 栖 市 田 1~ 鳥栖市神辺町 18.8ha 弥生時代後期一古墳時代の住居跡、土壌、海跡、柱穴を検出、弥生土器、土師器、型車器、青磁出土

基 山 市 金 丸 - 養基郡基山町大字宮浦 6 弥生時代中期~後期の土墳、柱穴、遺物包含層を検出、弥生土器出土

/1 丸 本本 H H 月 4 遺構、遺物は検出されなかった。

北茂安 町 北茂安南部 ニ養基郡北茂安町大字中津隈 5 /1 

中良 町 キ良 東 ニ養基郡ニ根町大字天建寺 20 古墳時代~中世の土壌、柱穴、溝跡を検出。 天建寺遺跡

H 中良 西 H H 大字寄人 50 古墳時代の土壌を検出、須恵器、土師器出土

東脊振 村 大 曲 神埼郡東脊振村大字大曲 25 弥生時代~中世の土墳、柱穴、溝跡を検出、弥生土器、須恵、器、土師器、陶磁器等出土 大曲遺跡群(要?怯亀搾宮古今 dF コ(1:去、官晃柏原)

神 埼 町 的 神埼郡神埼町大字的 95 弥生時代~中世の住居跡、柱穴、溝跡、王室棺墓、古墳を検出、弥生土器、土師器、須恵器、陶磁器等出土 的遺跡 (A J士也区)

千代田 町 詫 田 神埼郡千代田町大字詫田 115 弥生時代~中世の土墳、柱穴、貝層を検出、弥生土器、土師器出土 詫田西分貝塚、高志神社遺跡、森ノ木貝塚

言者 富 町 E者 富 佐賀郡諸富町大字徳富 35 弥生時代後期~中世の土墳、柱穴を検出、弥生土器、土師器出土 徳富権現堂遺跡

佐賀西部 佐 賀 市 嘉 瀬 佐賀市嘉瀬町大字十五 48 遺構、遺物検出されなかった。

/1 蓮 池 /1 蓮池町大字見島 55 遺構は検出されず、土器細片のみ出土

大 平日 町 川 上 南 部 第 佐賀郡大和町大字東山田 38 遺構は検出 されず、土器細片のみ出土

/1 川上南部第一 /1 /1 大字池ノ上 50 弥生時代、土壌、柱穴遺物包含層を検出、弥生土器出土 檎回二本松遺跡

11 久 池 井 11 11 大字久池井 10 弥生時代~中世の溝跡、柱穴を検出、弥生土器、土師器、青磁出土 久池井

日 月 町 東 分 小城郡ニ日月町大字織島 10 弥生時代~中世の土溝、柱穴、溝跡、方墳を検出

多 久 市 多久東部 多久市南多久町大字下多久 22 遺構、遺物は検出されなかった。

佐賀南部 白 石 町 白石西第一 杵島郡白石町大字馬洗 34 室町時代~江戸時代の土繍、柱穴を検出、土師器片出土 馬洗、神辺遺跡

11 白石西第四 1/ 1/ 大字堤 13 遺構、遺物は検出されなかった。

有 明 町 有明第一 杵島郡有明町大字坂田 39 H 

11 有 明 第 ニ 11 11 大字牛屋 30 

塩 田 町 南 志 田 藤津郡塩田町大字久間 20 弥生時代~中世の柱穴を検出、縄文土器、弥生土器、土師器、白磁出土

11 町 分 H H 大字馬場下 4 遺構、遺物は検出されなかった。

H 塩田(五町田) 11 H 大字五町田 奈良時代の柱穴を検出、土師器、須恵器出土

塩田 (谷所 ) H H 大字谷所
25 

遺構、遺物は検出されなかった。M 

嬉 野 町 嬉 野北部 T 藤津郡嬉野町大字下宿 19.9 遺構、 遺物は検出されなかった。

武 主佐 市 武 雄南部 武雄市橘町大字片白芦原 41 弥生時代の土墳、柱穴を検出、弥生土器、 須恵器出土 庄ノ剛、林副遺跡
刀 武雄東部(甘 久) 11 朝日町大字甘久 19 弥生時代~古墳時代の柱穴、溝跡、を検出、弥生土器、 須恵器、土師器、 石器出土 後回、森崎、大鹿遺跡

11 H (半上、長谷) 11 11 大字中野 3 遺構、遺物は検出されなかった。

ノ/ H (戸 主反) 11 11 大字繁昌 3 11 

佐賀北部 西有田 町 曲 }II 西松浦郡西有田町大字曲川 25 縄文時代、近世の土城、柱穴 を検出、 黒曜石片、陶器片出土 楠 ノ木原遺跡
H 大 山 H H 大字山谷 11 縄文時代の柱穴を検出、 黒曜石片、陶磁器片出土 黒木原遺跡

唐 津 市 鏡 久 里 唐津市大字久里 51 古墳時代、中世の土壌、柱穴、井戸跡を検出、土師器、 白般片出土 久里大堀、久里古川遺跡

伊万里市 南波多南部 伊万里市大字井手野 5 現地踏査の結果遺跡、の存在は考え られなかった。 踏査のみ
ノ/ 上伊万里 11 大川内町丙 11 11 H 

11 波 多 津 11 大字筒井 20 N H 

11 波多 津 東部 11 17.6 H 11 

キ目 知 町 {手 岐 佐 東松浦郡相知町大字伊岐佐上 10 中世の柱穴を検出、土師器片、青磁片出土

佐賀上場 唐 津 市 t愛 }II 内 唐津市大字後川内 15 縄文時代遺物包含層、中世一近世集落跡、 石塁を検出 石ヶ 冗遺跡他

鎮 西 町 波 戸 東松浦郡鎮西町大字波戸 26.6 縄文時代一弥生時代の柱穴 を検出
ノ/ 打上 (丸 田 ) H H 大字丸田 4.5 遺柄、遺物は検出されなかった。

玄 海 町 大 薗上場 H 玄海町大字大薗 4 11 

ij~ 百リ 町 七 、y 江 11 肥円リ町大字納所 5 11 

ノ/ 切 木 11 11 大字切木 6 旧石器時代遺物包含層を検出、細石核、細石刃が出土

M 大 野 11 11 大字星賀 10 旧石器時代遺物包含層を検出

H 上 ケ 倉 11 11 大字新木場 1. 5 /1 

北 波多 村 上平 野 ・ 成 沸j 11 北波多村大字上平野 18.1 中世の柱穴 を検出、縄文時代晩期、 土器、 石器出土

白石平野 白石町・有明町 杵島郡白石町大字湯崎 長さ 800m 23ヶ所を誤掘したが遺構遺物は検出 されなかっ た。
導 水 路 11 有明町大字辺国



表2 昭和56年度 発掘調査遺跡一覧表

地 区 遺 跡 名 略 号 遺跡所在地 調査面積(m') 調 査 期 間 調査主体者 遺 跡 の 内 廿何々，

佐賀東部 タ ケ 里 遺 跡 YGR 神埼郡東脊振村大字三津 12，000m' 昭56. 4-日百57. 3 東脊振村教委
縄文時代後期~鎌倉時代集落跡、墓地

県教委

田手一本黒木遺跡 TDI 神埼郡三田川町大字国手 1，100 昭56. 4-昭56. 8 県 教委 弥生時代中期~鎌倉時代集落跡

神 輿 塚 遺 跡 MKS 三養基郡三根町大字東津 450 日百56. 8-日召56. 9 三根町教委 古墳時代~中世 集落跡

詫田上地遺跡 TAC 神埼郡千代田町大字上地 1，000 昭56. 7-昭56. 9 県 教 委 弥生時代前期貝塚、貯蔵穴、土壌

尾崎土生遺跡 OSH. 神埼郡神埼町大字尾崎 7，000 H召56. 5-日召57. 2 神埼町教委
弥生時代中期~古墳時代後期、中世、近世集落跡

県教委

志波屋遺跡群
SWI 

神埼郡神埼町大字志波屋 5，000 昭56. 9-昭57. 2 県 教 委 縄文時代墓地、弥生時代~古墳時代後期集落跡 志波屋一本松、志波屋五本松
SWG 

佐賀西部 ~t 浦 遺 跡 KTU 小城郡小城町大字松尾 4，000 日召56. 8-日目57. 1 
小城町教委

縄文時代、室町時代館跡
県教委

紫尾橋下流遺跡 SBK 佐賀市蓮池町大字四本黒木 1，200 日百56. 9-B召56.10 佐賀市教委 弥生時代終末~古墳時代前期、歴史時代集落跡

織島西分、遺跡群 ONB 小城郡三日月町大字織島 3，730 日召56. 4-日百57. 2 三日月町教委 弥生時代中期~中世集落跡 織島西分A遺跡、杉田遺跡

佐 賀 南部 板 橋 遺 跡 ITB 武雄市橘町大字片白 950 昭56. 9-昭56.11 県 教 委 鎌倉時代~江戸時代集落跡

佐賀北部 久里大堀、久里古川遺跡 KKR 唐津市大字久里 150 昭56. 9-昭56.10 県 教 委 古墳時代前期一鎌倉時代集落跡 昭和56年度確認調査

佐賀上場 鼓 遺 跡 TZM 唐津市(湊町)大字湊 2，200 日百56.10-日召56.11 県 教 委 縄文時代晩期遺物包含層、弥生時代前期集落跡

上 場 遺 跡 UWB 唐津市大字湊 1，400 日召56. 9-日召56.10 唐津市教委 弥生時代後期~古墳時代集落跡

大 橋 遺 跡 OHS 東松浦郡玄海町大字今村 500 日百56. 9 玄海町教委 縄文時代晩期土墳、古墳時代住居跡

波 戸 遺 跡 群 HNG 
東松浦郡鎮西町大字波戸 2，850 日召57. 1-日百57. 3 鎮西町教委 弥生時代中期~古墳時代集落跡、墳墓 永田A、C遺跡、鳥ノ巣遺跡

(永田 A・C、鳥ノ巣遺跡) HTR 

日南田代遺跡群 HYN 
東松浦郡肥前町大字納所 1，700 日百56. 8-日召56. 9 県 教 委 旧石器時代遺物包含層、縄文時代土壌 山中遺跡、西七ツ江遺跡

(山 中、西七ツ江遺跡) HNN 

田 尾 遺 跡 TAO 東松浦郡肥前町大字入野 1，400 昭56. 4-昭 肥前町教委 縄文時代早期集落跡、遺物包含層

平 野 遺 跡 群 MED 東松浦郡北波多村大字下平野 1，500 日百56. 5-日百56. 6 北波多村教委 縄文時代晩期柱穴群、遺物包含層 前田A.B遺跡

佐賀東部導水路 野 田 遺 跡 NOD 神埼郡神埼町大字竹 1，200 昭57. 1-昭57.3 県 教 委 弥生時代中期墳墓、古墳時代後期一鎌倉時代集落跡



111 昭和56 年度確認調査の内容

l 佐賀東部地区の調査

。
可;

3、北茂安町(北茂安西部地区) 7、諸富町(諸富地区) ④、詫田上地遺跡

4A、三根町(三根西一期地区) 8、千代田町(詫田地区)⑤、尾崎土生遺跡

4B 、三根町(三根東地区) ①、タケ里遺跡 ⑥、志波屋遺跡

5、東脊振村(大曲地区) ②、国手一本黒木遺跡

6、神埼町(的地区) ③、 神輿塚、直代遺跡

第 2図佐賀東部地区周辺地形図(1)
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① 鳥栖市(田代地区)

田代地区は鳥栖市の北東部に位置し、鳥栖市神辺町字若桜・松本の前・古賀上・井手口・日

岸田・坂本・竹原・庚申堂・唐木に所在する。対象面積は、九州横断道予定地を除いて、 18.8

haである。

調査対象地は柚比丘陵群の南斜面にあたり、大木川により形成された標高40~60m程の扇状

地上に立地している。現在、主に緩やかな段のついた水田および畑地として利用されている。

北側の斜面上は銅鐸鋳型の出土した安永田遺跡が、東側には国史蹟の装飾古墳である田代太田

古墳が存在する。調査対象地は弥生時代から中世にかけての日岸田遺跡の範囲に含まれ、地形

上から集落跡の存在が予想された。調査は、対象地の全域に幅 2mの試掘溝を49ヵ所設定して

遺構の検出にあたった。その結果、東西に延びる緩やかな丘陵鞍部から、住居跡・土壌・溝跡・

柱穴を検出し、弥生時代後期から古墳時代にかけての土器片や須恵器、青磁類が出土した。九

州横断道路予定地より北側の、標高60m以上の斜面地は、遺跡が水田開墾の際に大半破壊され

ており、一部は旧河川と思われる様相を示していた。また、標高57m以下の地区は湿地帯もし

くは砂蝶地であり、遺構は検出されなかった。

以上のことから、九州横断自動車道路予定地より南側の約10，OOOm'に、弥生時代後期から古

墳時代にかけての集落跡が残存していることが確認された。圃場整備事業担当部局との協議の

結果、設計変更がなされ、水路部分以外の遺跡は保存されることになった。

② 基山町(金丸、丸林地区) 、ふム，.r .. ..~ I Jf ソ '\[( . 4ヘ.\\~七寸局み祉2

金丸地区は基山町の南に東西に延

びる金丸台地北側の標高41m程の段

丘ょに所在する。金丸台地上には、

弥生~古墳時代にかけての集落跡・

墓地跡が広範囲に広がっており、圃

場整備予定地内にも遺跡の所在が考

えられた。調査は、約6haの予定地に

37ヵ所の試掘を行った。その結果 8ヵ

所の試掘溝から、柱穴、土墳や遺物

包含層を検出し、弥生時代中期~後

期の土器が出土した。遺跡は東西70: 

m、南北50mの範囲に広がっている s

と考えられる。

丸林地区は基山町北部の基山(標

高404.5m)の南側斜面に所在する。

1、鳥栖市田代地区 2A 、基山町金丸地区 28 、基山町丸林地区

第 3図 佐賀東部地区周辺地形図 (2) 
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第 4図 鳥栖市田代地区試掘溝配置図
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この地域は特別史跡基緯城跡の南 1 km に位置しており、基婦城跡の関連遺構や、縄文時代、古

墳時代の遺跡の所在が考えられた。このため予定地区に25 ヵ所の試掘溝を設けた。この結果、

遺構や遺物は検出されず、当該地には遺跡の存在は考えられない。

③ 北茂安町(北茂安西部地区)

調査対象地は佐賀平野の東端、標高 3m程の沖積平野上に所在する。当該地の周囲には、弥生

時代の中津隅遺跡や中世の西寄遺跡が所在しており、予定地にも中世の遺構の所在が考えられ

た。圃場整備では表土扱いがないため、水路予定部分に22 ヵ所の試掘溝を設定した。この結果、

遺構や遺物は出土せず遺跡の存在は考えられない。

④ 三根町(三根東、三根酉地区)

三根東(天建寺)地区は佐賀平野の東端、標高 3m余りの低平な沖積平野の中域に所在する。

天建寺地区には弥生時代貝塚群の一つである持丸貝塚や石井北方貝塚、正応元年(1 288)、納江

出雲守源義宣により創建されたと伝えられる天建寺が所在する。天建寺地区の持丸や土居内の

圃場整備事業は、 1981年施行の予定であったため、 1980年予定地区の確認調査を行った。その

結果南島、天建寺の周囲及び天建寺の西側から古墳時代~中世にかけての遺跡の所在を確認し

た。今回の確認調査は、前回行えなかった県道西側の小高い部分と天建寺西側遺跡の範囲と性

格を確実にするためで、 12ヵ所の試掘溝を設けた。その結果県道西側の小高い部分からは、遺

構が確認できなかったが天建寺西側からは、柱穴、溝、土壌を検出し、天建寺西側遺跡は、南

一?っ

第 5図 基山町金丸地区試掘溝配置図
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第 7図 三根町三根西地区試掘溝配置図
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北120m、東西100mにわた り中世の集落が広がっていると考えられる。

三根町三根西(寄人)地区は佐賀平野の東部、標高 3m程の低平な沖積平野の中域に位置す

る。調査区域の周囲には弥生時代の南里ヶ里遺跡や古墳~中世にかけての直代遺跡が所在する。

圃場整備では表土を動かさないため、水路予定部分に試掘溝を設けたが、水路は現存のクリー

クと重複する部分が多く 29ヵ所を設定するにとどまった。確認調査の結果、井柳川の東側から

須恵器・土師器を含んだ土墳を検出し、遺跡は東西40m程の範囲に広がっていると考えられる。

⑤ 東脊振村(大曲地区)

調査対象地は、東脊振村の南東部に位置する標高20----30mの目達原洪積段丘上で、南北l. 3畑、

東西0.8kmの約65haの広範囲にわたる。自達原洪積段丘は中位段丘で、段丘上は緩やかな台地と

なっている。段丘には比高 1----2mの微高地が点在し、現在、主に畑地として利用されている。

調査対象地の東0.8kmには、方格規矩鏡、連弧文昭明鏡、獣帯鏡など多彩な副葬品が出土した二

塚山遺跡群が、西側の低台地には、方格規矩鏡、鉄万を出土した横田遺跡が存在しており 、周

辺は県内でも有数の遺跡密集地となっている。 調査対象地内にも弥生時代~古代・中世 の東外

遺跡、松の内遺跡、大曲柏原遺跡、松原遺跡、亀作遺跡、大曲遺跡の 6ヵ所の遺跡が知られていた。

調査は対象地の全域について行い、 204ヵ所を試掘した。その結果、 62ヵ所の試掘溝から柱穴、

土墳、溝などの遺構および弥生時代~中世の土器を検出した 。標準土層は、第 I層(表土層)が

厚さ約20cm。第 2層は、厚さ約20cmの黒褐色土で弥生~古墳時代の遺物を包含する。第 3層は

厚さ約120cmの暗褐色土で、大半の遺構は、この層の上面で検出できる。第 4層は厚さ約30cmの明

黄褐色土で、第 3層との聞に漸移層がある。第 5層は10cm程の擦を多く含む明黄褐色土である。

第 3層以下からは遺物は出土していないが、第 3層、第 4層は上部ローム層と考えられ、旧石

器時代の遺物を包含している可能性がある。

調査の結果、遺跡は11 ヵ所(東外 A 、松の内A 、瀬ノ尾A 、大曲相原A.B 、亀作A ・B • 

C 、大曲A ・'B ・C)をかぞえ、面積は合計105，0001ぜになる。東外A 遺跡や大曲柏原A 遺跡では

弥生時代後期の集落跡の一部が、松の内A 遺跡では中期後半から後期前半の墓地が確認され、

瀬ノ尾A遺跡では中期の土墳が検出された。また大曲A遺跡は弥生時代中期の遺構が比較的良

好な形で残っている大規模な集落跡である。

⑥ 神埼町(的地区)

調査対象地の的地区は、神埼町北部に位置する。城原川東岸に形成された標高約14----18mの

扇状地と、標高約20----40mの段丘、標高18----25mの段丘及び丘陵部に地形上分かれている。

調査対象地一帯は、以前から弥生時代より古墳時代にかけての土器片の散布がみられ、聾棺

墓や古墳も確認されており、今回の調査においても、これらの遺構の検出が予想された。

調査は、約95haの対象地区のほぽ全面について行い、約500ヵ所を試掘した。この結果、扇状

地面には、醸層が厚 く、また砂層が全面に堆積しており遺構は検出されなかった。しかし、段

- 8 一
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丘面上には、 10ヵ所 (A~J 地区)から遺跡が確認された。 A地区は、面積約82 ， OOOm'Iこ延び、

弥生時代より古墳時代にかけての住居跡、溝跡、小穴を確認した。 B.C地区は、警棺墓、古

墳、小穴を確認した。 G地区は、面積約11，OOOm'で、古代~中世に至る小穴、磁器等を検出した。

H. 1 地区及びこの周辺部では、破壊された古墳の一部を 7 基確認でき、本来、標高約25m~40

m にかけての段丘、丘陵面は、多数の古墳が存在していたものと思われる。

以上のように的地区からは、確認調査の結果、弥生時代から中世にかけての広範囲な遺跡の

存在が認められ、今後、 A地区を主体とした集落跡と C・D地区およびH • 1地区を中心とし

た墳墓群との関係が注目される。

⑦ 諸富町(諸宮地区)

諸富(徳富)地区は、諸富町大字大堂から大字徳富にかけて約 35haを調査した。調査対象地

は諸富町の東端に位置する。筑後川支流の城原川が筑後川に合流する地点の西岸にあたり、標

高 2m~3mの水田地帯である。諸富町内は、現在までに約30ヵ所の遺跡が確認されているが、

そのうち大半は中世以降の遺跡である。今回調査を行った徳富・大堂周辺も大堂五本松遺跡、

上大津城跡などの中世遺跡が存在し、また調査対象地の東側は、徳富本村遺跡の範囲に含まれ

ていた。

調査は主に水路予定部分について行い、 100ヵ所を試掘した。その結果、調査対象地の南西部、

西覚寺の西側の約10ヵ所の試掘溝から、柱穴・土墳などの遺構を検出し、弥生時代後期~中世

の遺物が出土した。

調査対象地、南西端の約3，OOOm'の範囲に弥生時代後期~中世の遺跡の存在が予想される。

⑧ 千代田町(詫園地区)

調査対象地は佐賀平野を南流する城原川と田手川に挟まれた標高 3m程の低平な沖積地で、

水田に利用されている。対象地区内には詫田西分貝塚・高志神社遺跡・森ノ木貝塚等の弥生時

代を中心とする遺跡群が知られており、これらの遺跡の範囲確認を調査の主眼とした。

調査は水路予定地を中心に行い、 110ヵ所の試掘溝を設けた。その内の21ヵ所で遺構を検出し

た。これら21ヵ所はいずれも上記3遺跡に係るものである。詫田西分貝塚では10ヵ所で遺構を

検出した。遺構面は地表下10cm~15cmで、土壊・柱穴の他、貝層が広範囲に認められる。弥生時

代中期前半の土器が多量に出土しており、周辺約80，OOOm'にわたって当該期集落跡の存在が考え

られる。 高志神ネ封量跡では 2 ヵ所で遺構を検出した。遺構面は地表下20cm~30cmで、土墳・柱穴

が認められる。遺物は、弥生土器片、奈良時代~平安時代の土師器片が若干出土した。周辺約

30，OOOm'にわたって弥生時代から平安時代にかけての集落跡・弥生時代墳墓群の存在が考えら

れる。 森ノ貝塚では 4 ヵ所で遺構および遺物包含層を検出した。遺構面は地表下40cm~75cmで、

柱穴などが認められる。包含層中には弥生時代中期の土器片とマガキ等の貝殻が含まれる。周

辺約14， OOOm'に当該期集落跡の存在が考えられる。

10 -
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2 佐賀西部地区の調査

;J _J 
1A、佐賀市嘉瀬地区 2C 、大和町川上南部第 2地区 ⑧、織島西分遺跡群
1 B 、佐賀市蓮池地区 3、三日月町織島東分地区 ⑨、柴尾橋下流遺跡
2A、大和町久池井地区 4、多久市多久東部地区

2B、大和町川上南部第 l地区 ⑦、北浦遺跡

第12図佐賀西部地区周辺地形図(1)
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① 佐賀市(嘉瀬地区、蓮池地区)

嘉瀬地区は、佐賀市の南西部に位置する。東に本庄江、西に嘉瀬川が隣接している。調査対

象地は、この両河川により形成された標高 2m~2.5mの沖積平野上に立地する。調査対象地の

北側には、中原遺跡、十五遺跡などの中世~近世の遺跡が存在している。当地区の昭和 57年度

の工事面積は48haが予定されている。調査は、水路予定地について行い、 30ヵ所の試掘構を

設けた。その結果、表土下約20cm で粘質土になり、遺構・遺物は検出されなかった。

蓮池地区は、佐賀市の南東部に位置する。 r . . ー τ .-';';-.::-::~ ー

調査対象地は、城原川西岸の水田地帯で、

周辺はクリークが縦横に走っており、標高

は約3.5mである。調査対象地の東側に隣接

して「長宜子孫」の連弧文鏡を出土した柴

尾橋下流遺跡が、南側に弥生時代~中世の

小松遺跡が存在する。

調査は、 55haの対象地のうち、水路予定

地を中心に行い、 50ヵ所の試掘を行った。

その結果、遺構は全く検出されず、土器の

細片が数片出土したのみであった。

② 大和町(久池井地区、川上南部第 l

地区、川上南部第 2地区)

久池井地区は、大和町大字久池井の10ha

を調査した。調査対象地は、大和町の東側

に位置する。嘉瀬川の東岸、春日山の南麓

の丘陵部から平野部に移行する部分にあた

り、標高12~20mの水田地帯である。周辺

は、肥前国府跡、肥前国分寺、国分尼寺跡

など多数の遺跡が存在する。調査対象地西

側も、肥前国府の推定区域に含まれており、

昭和50年度に行った肥前国府跡の発掘調査

で、柱穴、溝等が検出されていた。今回の

調査においても国府関係遺構の存在が予想

された。また条里の地割が現在の水田の溝

などに残っている。

調査は、対象地域のほぼ全域について行
第13図、 14図 佐賀西部地区周辺地形図( 2 ) 
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第15図 大和町久池井地区試掘溝配置図



い、 110ヵ所を試掘した。その結果46ヵ所の試掘構から弥生時代~平安時代の土器片と、柱穴・

溝を検出した。 A~J 区の 10ヵ所の合計29 ， 000ぱに弥生時代~平安時代の遺跡の存在が確認さ

れた。A.B 区が弥生時代~中世、 C~J 区が平安時代~中世を中心とする遺跡と推定される。

川上南部第 1地区は、大和町大字東山田の約38haを調査した。調査対象地は、大和町のほぽ

中央に位置する。嘉瀬川西岸の標高 8~9mの水団地帯で、一部は密柑畑である。調査対象地

内には、平野二本松遺跡、平野三本松遺跡など弥生時代~近世の遺物散布地が含まれていた。

調査は、水路予定部分および削平される水田・畑地部について、 150ヵ所を試掘した。その結
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果、数カ所の試掘溝から磨滅した土器細片メ出土したものの遺構は全く検出されなかった。

川上南部第 2地区は、大和町大字池ノ上け約45haを調査した。調査対象地は、大和町の南端

に位置する。嘉瀬川西岸の標高4.5~5.5mの水田地帯で、一部畑地である。周辺は、弥生時代

~中世の集落跡・墓地である池ノ上遺跡群・久留間遺跡群、前方後円墳の風楽寺南古墳などが

存在し、多数の遺跡が密集した地域である。また調査対象地も、楢田三本松遺跡が含まれてお

り、遺構の存在が予想された。

調査は、水路予定地および、削平される畑地部分について行い、 150ヵ所を試掘した。その結

果、 33ヵ所の試掘溝から、多数の弥生土器片と柱穴・土墳などの遺構を検出した。表土下20~90

cmに厚さ 20~40cmの暗褐色土の遺物包含層があり、その下は明褐色土・明黄褐色土がみられ、

これに遺構は掘りこまれていた。

調査対象地北側に南北約300m、東西80~150mの約35 ， 000ぱの範囲に、弥生時代を中心とする

遺跡の存在が考えられる。

③ 三日月町(織島東分地区)

調査対象地は、三日月町の東北部、大和町との町境に位置する。脊振山系高取山(標高 441m)

より派生した標高20~40mの丘陵上の畑地、および果樹園の約lOhaについて調査を実施した。

調査対象地周辺には、織島東分遺跡、姫塚古墳(前方後円墳)等の著名な遺跡が集中し、また、

調査対象地北側は、龍王遺跡の範囲に含まれており、遺跡の濃密な分布が予想された。

調査は、対象地区のほぼ全域について行い、 87ヵ所を試掘した。その結果、 56ヵ所の試掘溝

から土墳・柱穴等の遺構と方墳 1基を検出した。遺跡は 6地区に分かれ、合計10，OOOm'にのぼる。

遺跡の内容は、主に弥生時代~中世の集落跡と考えられるが、方墳 1基を確認したことは注目

される。この方墳は、一辺20mで、幅1.6mの周溝を有する。主体部が横穴式石室と思われ、方

墳の実態が不明な佐賀平野においては貴重な資料となる。また凹区において検出した 2本の溝

跡は、約110mの間隔をもって、東西に延びており、条里に関係する溝跡と考えられる。

④ 多久市(多久東部地区)

多久東部地区は、多久市南多久町大字下多久の22haを調査した。調査対象地は鬼ノ鼻山系の

聖獄(標高 422m)北麓に形成された台地と両子山(標高 337m)の西麓急傾斜地の聞に形成された

標高9~16mの谷部の水田で、中央部に石原川が流れ牛津川に合流する。この地点の西500mの標高

30~40mの通称「勘太郎丘」は、弥生時代中期の住居跡的、聾棺墓229、 V字状の大溝、古墳な

どが検出された牟田辺遺跡が存在する。また、南側の台地上には富岡古墳(前方 後円墳)が、

東側の山麓部には羽佐間古墳群、羽佐間城跡が存在する。

調査は、調査対象地区の全域に、約100ヵ所の試掘を行った。その結果、対象地区の大部分は

北側を流れる石原川のたび重なる氾濫によって形成された流木などを混入する砂磯層で、遺構

や遺物は検出されなかった。
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3 佐賀南部地区の調査

lA、白石町白石西第 1地区 2C 、塩田町塩田(五町田)地区 4、嬉野町嬉野北部地区
1 B 、白石町白石西第 4地区 2D、塩田町塩田(谷所)地区 5A、武雄市武雄南部地区

5B 、武雄市武雄東部(甘久)地区
2A、塩田町南志団地区 3A、有明町有明第 1地区 5C、武雄市 IJ 持管地区)
2B 、塩田町町分地区 3B 、有明町有明第 4地区 ⑬、板橋遺跡

第18図佐賀南部地区周辺地形図
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① 白石町(白石西第一、白石西第二地区)

白石西第一地区は、白石町大字馬洗の約34haを調査した。調査対象地は、白石町西方に広が

る沖積平野上に立地する。杵島山陵部から沖積部に落ちる標高2~3mのほとんど高低差のない

水田部で、所々微高地が存在する。本地区の南に伸びる丘陵上には、妻山古墳群を始めとする

多くの古墳があり、また、弥生土器散布地になっている。調査は、水路予定地、および、削平

される部分を中心に行い、 25ヵ所を試掘した。その結果、対象地区北西部の標高約 3mの微高

地上の 3 ヵ所の試掘壊、および対象地区北東部の標高2.4~3.1mの微高地上 7 ヵ所の試掘溝よ

り、多くの柱穴・土壌等とともに土師器片が出土した。この両地点、で合計8，300m'の室町~江戸

時代にかけての遺跡の存在が考えられる。

白石西第二地区は白石町大字堤の約13haを調査した。調査対象地は、第一地区の南東に位置

し、立地もほぼ同様で、ある。本地区の西部には、古墳時代~中世の集落跡である小島遺跡、北

東部には、古墳時代後期から奈良時代におよぶ多くの遺物を出土した多田遺跡が存在する。調

査は、水路予定地を中心に行い、 15ヵ所を試掘した。その結果、本地区からは、遺構・遺物と

もに検出されなかった。

② 塩田町(南志園地区、町分地区、塩田地区)

南志田地区は、塩田町大字久間の20haを調査した。調査対象地は、杵島山系より西側に流れ

出る河川により形成された扇状地、および入江川によって形成される谷底平野上に立地する。

南には、旧石器時代~古墳時代の南志田遺跡が存在する。また、東側の飯盛山中復からは石鍋

片が出土している。調査は、対象地のほぼ全域について行い、 80ヵ所の試掘溝を設けた。その

結果、 35ヵ所の試掘溝より、柱穴を検出し、縄文・弥生土器片、土師器片、白磁片が出土した。

約44，OOOm'の範囲に中世を中心とする遺跡の存在が考えられる。

町分地区は、塩田町大字馬場下の 4haを調査した。調査対象地は、塩田町のほぼ中央に位置

する。八幡川西側の、丘陵に挟まれた標高 6~24mの狭長な谷部である。東側に、入江川遺跡・

南下久間遺跡、西側に午坂古墳群が存在する。調査は、対象地全域について行い、 16ヵ所の試

掘溝を設けた。その結果、遺構・遺物は検出されなかった。

塩田地区は、塩田町大字五町田(l 8ha) と大字谷所 (7ha)の二ヵ所を調査した。五町田地

区は、塩田町の南側に位置し、唐泉山北東山麓の標高約 4mの沖積平野上に立地している。周

辺には、籾岳城跡や美南経塚が存在する。調査は、対象地の水路予定地を中心に行い、 30ヵ所

を試掘した。その結果12ヵ所から、柱穴および奈良時代の遺物(土師器・須恵器)を検出した。

約45，OOOm'の範囲に奈良時代の遺跡の存在が考えられる。谷所地区は、ー塩田町の南東部に位置

する。鹿島川に固まれた沖積平野で、この川の氾濫原であったと思われる。調査は、対象地の

水路予定地を中心に行い、 14ヵ所試掘した。その結果、遺構・遺物は検出されなかった。
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③ 有明町(有明第一地区、有明第三地区)

有明第一地区は、有明町大字坂田の約58haを調査した。調査対象地は佐賀県の南西部、有明

町の西側に位置する。杵島山麓の水田部に落ちる標高 4"-'5mのほぼ高低差のない沖積平野上に

立地する。調査対象地の西から南にかけての竜王崎方向に伸びる舌状丘陵上及びその山麓には、

坂田二本松・三本松遺跡等の、弥生時代から古墳時代にかけての遺物散布地が存在する。特に

竜王崎古墳群に代表される丘陵上の多数の古墳群は注目される。調査は水路予定地を中心に行

い、 20ヵ所の試掘溝を設けた。その結果、遺溝、遺物は検出されなかった。

有明第三地区は、有明町大字坂田の約25haを調査した。調査対象地は、第一地区の北東に位置

し、立地は第一地区とほぼ同様である。本地区の北側には、辺田二本松・三本松遺跡を始めとする

弥生時代の遺物散布地や、東明寺古墳群を始めとする古墳群がある。調査は、水路予定地を中

心に行い、約20ヵ所の試掘溝を設けた。その結果、遺構、遺物ともに検出されなかった。

④ 嬉野町(今寺地区)

今寺地区は、嬉野町の北部に位置する。嬉野町には山麓の丘陵地帯に縄文時代の遺跡や、近

世の窯跡が存在している。調査対象地は塩田川西岸の標高26"-'33mの河岸段丘上に立地してい

る。一帯はゆるやかな段丘が延びており遺跡の所存が考えられた。調査は対象地のほぼ全域につ

いて行い75ヵ所の試掘溝を設けた。この結果、調査区の中央部分は砂醸層が広がっており旧河

川と考えられ、また両側の試掘溝からも遺構や遺物は検出されなかった。

⑤ 武雄市(武雄南部地区、武雄東部地区)

武雄南部地区は武雄市橘町の北方に位置する。調査対象地は、 六角川の西岸にあたり、標高

約 4"-'5mの低湿地で水田地帯である。地区北端の水田は地表に弥生土器が散布しており、東

方の杵島山麓には多数の古墳群の存在が知られている。 調査は、水路予定地について行い、80ヵ

所の試掘を行った。その結果、 2地区の 7ヵ所の試掘溝から遺構・遺物を検出した。まず、林

副地区(林副遺跡)からは、小川を挟んで西側より柱穴が検出され、弥生土器片が出土し、東

側からは、耕作土直下の暗灰色粘質土より須恵器椀などが出土した。南方の庄ノ前地区(庄ノ

前遺跡)からは、耕作土直下の黄褐色土より多数の土塙・柱穴が検出され、弥生土器片が出土

した。水路予定地だけの遺跡の面積は、林副遺跡約170m'、庄ノ前遺跡約 2，300ばであるが、庄

ノ前遺跡の方は、広範囲に土器片が散布していることから遺跡の範囲は面的に広がるものと思

われ、集落跡の存在が考えられる。また、南側には、井手橋遺跡、納手遺跡、茂手遺跡、みや

こ遺跡が連なっており、これらの遺跡との関係が注目される。

武雄東部地区は、甘久地区、半上地区、戸坂地区の 3ヵ所を調査した。甘久地区は武雄市朝

日町の東南に位置する。調査対象地は、標高約 4mの低湿地で、水田地帯である。この水田地

帯には 2つの独立丘があり、それぞれ周知の遺跡であるため、これらの周辺に遺跡の存在が予

想された。調査は水路予定地について行い、 112ヵ所を試掘した。その結果、 3ヵ所の試掘溝か
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ら遺構を検出し、 24ヵ所の試掘溝から弥生時代~古墳時代の土器・石器が出土した。遺構を検

出した試掘溝はそれぞれ離れており、森崎遺跡、大鹿遺跡、後田遺跡として弥生時代から古墳

時代にかけての遺跡の存在が考えられる。半上・長谷地区、戸坂地区は、もとに武雄市朝日町

の北方に位置する。調査対象地は、標高50~90mの狭小な谷あいに立地しており、棚田として

利用されている。戸坂地区は、耕作土直下に岩盤がみられ、遺跡の存在は考えられなかった。

半上・長谷地区は13ヵ所の試掘を行い、その結果、低所では黒曜石片が若干出土したが、遺構

は検出されなかった。
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4 佐賀北部地区の調査

① 西有田町(曲川地区、大山地区)

曲川地区は、西有田町大字曲川の約

25haを調査した。調査対象地区は隠居

岳(標高 670.2m)から東へ派生する緩

やかな丘陵(標高約 90m)上に立地し

ており、現在、水田として利用されてい

る。調査対象地の西には、谷頭遺跡、南

には下境原遺跡など縄文時代遺跡の存

在が知られている。調査は対象地のほ

ぼ全域について行い約60ヵ所の試掘溝

を設けた。その結果12ヵ所から土壌.

柱穴を検出し、陶器片.黒曜石片が出

土した。 2ヵ所の合計約15，000ぱの範

囲に縄文時代から近世にかけての遺跡

lA、西有田町曲川地区 2、唐津市鏡・久里地区 ⑬、前回A・B遺跡

1 B 、西有田町大山地区 3、相知町伊岐佐地区

第24・25図 佐賀北部地区周辺地形図
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大山地区は西有田町大字大山の約llhaを調査した。調査対象地区は国見山(標高 776.7m)か

ら東へ派生する丘陵の傾斜面(標高60~70m) 上に立地しており、現在、水田として利用されて

いる。調査地区は黒木原遺跡(縄文時代)の南側にあたり、周辺には谷平、柳谷、野瀬原遺跡

といった旧石器時代の遺跡、および、谷平・富良田・柳谷・野瀬原・鎌ノ首遺跡などの縄文時

、
、.; Ir ーとなも



調査は対象地のほぼ全域について行い、約30ヵ所に試掘溝を設けた。その結果2ヵ所から柱

穴を検出し、 7 ヵ所から黒曜石片・陶磁器片が出土した。遺構面は表土下30~60cmにみられ、

特に多量の黒曜石片の出土は注目される。また、付近一帯から石銭、石匙、削器、掻器等の石

器が表採されている。約5.000m'の範囲に縄文時代から近世にかけての遺跡の存在が推定される。

② 唐津市(鏡・久里地区)

鏡・久里地区は松浦川下流の東岸、国鉄久里駅の周囲約51haの水団地帯を調査した。調査対

象地は、標高 3m程の沖積平野と自然堤防上に立地している。調査区の周囲には、銅文、銅鉾

を出土した久里大牟田遺跡(久里小学校遺跡)や県下でも最大級の久里双水前方後円墳などが

存在する。調査は、遺跡が分布すると思われる丘陵に近い部分、集落の周聞、松浦川の自然堤

防上を中心に行い、 137ヵ所の試掘溝を設定した。その結果、天神社の南側から柱穴・土繍など

を検出し、土師器が出土した。また浦屋敷の西側の試掘溝からも中世の井戸跡を検出し、内部

から土師器、白磁片が出土した。

以上のことから、天神社周囲の小高い部分約5.500rn'については古墳時代集落跡の存在が考え

られ、浦屋敷集落の西側には、中世の遺跡の存在が考え られる。

なお圃場整備事業は、昭56年度施工であるため農林部と遺構部分についての保存について早

巧
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急に協議し、水路部分(久里大堀、久里古川遺跡)についての発掘調査を引き続き実施した。

③ 相知町(伊岐佐地区)

伊岐佐地区は、相知町大字伊岐佐に所在する。伊岐佐地区は、相知町北方の作礼山西麓に位

置する。周辺を山にかこまれた盆地上にあり、盆地中央には、松浦川支流の伊岐佐川・右伊岐

佐川・左伊岐佐川が流れ、河岸段丘を形成している。調査対象地は、右伊岐佐川北岸の河岸段

丘上に立地する。周辺には、白木々場遺跡や伊岐佐古墳群など、縄文時代から中世にかけての

遺跡が多数存在する。また、調査対象地西側には、中世の持山遺跡の一部が含まれ、今回の調

査での遺構・遺物の検出が予想された。調査は、対象地のほぼ全域について行い、 25ヵ所を試

掘した。その結果 2 ヵ所の試掘溝より柱穴が確認された。柱穴は、地表下約50cm~60cmで検出

され、柱穴内より青磁・土師器片が出土した。以上の事から、右伊岐佐川北岸の五反田地区に

約2，OOO m'の範囲で、中世の集落跡の存在が考えられる。

第29図
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5 佐賀上場地区の調査

I、唐津市後川内地区 羽、肥前町上ケ倉地区
II 、鎮西町打上地区 班、肥前町七ツ江地区
III 、鎮西町波戸地区 ⑫、鞍(鼓)遺跡
W、玄海町大薗地区 ⑬、上場遺跡

V 、肥前町切木地区 ⑭、大橋遺跡

第30図 佐賀上場地区周辺地形図
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⑮、波戸遺跡群
⑬、日南田代遺跡群
⑪、田尾遺跡



IV 昭和56年度発掘調査の概要

ゅうがり

しタヶ里遺跡(略号 Y G R) 

遺跡の所在地

神埼郡東脊振村大字三津

調査主体者

東脊振村教育委員会、佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年 4月~昭和 57年 3月

調査面積 12，OOOm' 

遺跡の概要
周辺地形図 (S=1/2 5，000) 

遺跡は、東脊振村の北側に位置する。脊振山地に発する田手川の西岸、標高26~35mの三津

洪積段丘上に立地しており、遺跡の東や南には因子川が形成した沖積地が広がっている。本遺

跡の北東0.4km~こ、弥生時代後期から古墳時代後期にわたる墳墓群である西一本杉遺跡群が、南

西0.4kmに、弥生時代中期から古墳時代後期にかけての集落跡の西前田A 遺跡が、南西0.2kmの

隣接した地区には弥生時代前期末から中期前半を中心とする墓調和西前田A遺跡が存在する。

調査により検出された主な遺構は、縄文時代の竪穴住居跡 1軒、弥生時代の竪穴住居跡172軒、

聾棺墓 3基、土壌墓 3基、円形周溝 l基、溝跡 8条、古墳時代の竪穴住居跡36軒、大型土壌 l

基、土塘2基、弥生時代後期から古墳時代前期の掘立柱建物跡28棟、奈良時代の土壌11基、鎌

倉時代の井戸跡3基、溝跡4条などである。縄文時代の竪穴住居跡(SB331)は、平面形か円形で、

後期の鐘ヶ崎式土器・北久根山式土器を出土した。弥生時代の竪穴住居跡は、中期初頭のもの2軒、

後期後半のもの170軒であり、前者は平面形が円形、後者は長方形である。古墳時代の竪穴住居

跡は、 20軒が前期、 16軒が後期( 6世紀)で、平面形は方形・長方形である。弥生時代後期~古

墳時代前期の住居跡は、多くがベット状遺構をもち、掘立柱建物跡には中央に長方形の土壌を

もっ特異なもの (SB244)がみられた。鎌倉時代の井戸跡のうち 1基は石組井戸である。

遺物は、土器がほとんどで、他に青磁・白磁・鉄鎌・鉄剣・鉄鉱・万子等がある。土器は遺

跡の主体を占める弥生時代後期から古墳時代前期にかけてのものが特に多 く、その量はコ ンテ

ナ400箱以上にのぼり、種々の問題を持つこの時期の土器研究に豊富な資料を提供している。

脊振山系の南麓は、古代人の生活の場として多く利用されており、多数の遺跡が存在してい

る。タケ里遺跡もそのような遺跡の一つで、縄文時代から鎌倉時代までの多数の遺構が比較的

良好な状態で残っている大規模な遺跡である。この遺跡の最大の特色は、原始社会から古代社

会を経て中世社会に至る集落の構造を、同じ場所で比較、検討できることであり、特に地域古

代国家の形成過程を考える資料として重要な遺跡である。

- 30 
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第32図 タヶ里遺跡遺構配置図 100m 
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1 .タヶ里遺跡 9・10区全景(北から)

2.タヶ里遺跡10区全景(南から)

3. 7区SB331住居跡(南から)

4. 10区SB406住居跡(北から)

5. 9区SB439住居跡(南から)

6. 10区SB278住居跡(南から)

7. 6区SE184井戸跡断面(南西から)

8. 2区SB008堀立柱建物跡(南東から)

9. 8区SK344土壌(北西から)

10. 10区SB244堀立柱建物跡(北から)

32 





たていつli んくろき

2. 田手一本黒木遺跡(略号 T D 1) 

遺跡の所在地

神埼郡三田川町大字国手

調査主体者

三田川町教育委員会

調査期間

昭和56 年 4 月~昭和 56 年 8 月

調査面積

1.000m' 

遺跡の概要 第33図

佐賀平野の東部は、脊振山系から南へ派生した標高20~40m程の

舌状の丘陵が多くみられる。遺跡は、その中の一つ吉野ヶ里丘陵の

西側丘陵裾部に立地している。この吉野ヶ里丘陵には弥生時代から

中世にかけての多くの遺跡が分布している。本遺跡は丘陵から西側

の水田に広がっており、この水田の聞場整備事業に伴ない削平を受
10 

ける水路部分について発掘調査を行った。遺跡は 1~4 区に区分し

ており、今回調査対象となったのは 1区と 3区である。

1区は調査区の北側神埼町との境に位置している。遺構は弥生時 k"1 

代中期~古墳時代前期の掘立柱建物跡、溝跡、土壌を検出した。掘|汗下、。

立柱建物跡の柱穴はね所検出したが、調査区が狭いため建物の規 IfCj
模は明らかでない。柱穴内には横木や椀木が残存していた。 I

3区は調査区の南側に位置する。遺構は弥生時代~中世にかけて|

の掘立柱建物跡、井戸跡、溝跡、土壌を検出した。このうち、 SKI

301土墳からは、弥生時代中期後半の土器とともに竪杵、斧の柄等の|

木製品が出土した。井戸跡は鎌倉時代のもので 5基出土した。すべ

て単掘りで、深さは 1m程である。内部から土師器・青磁・白磁片

が出土した。

d 
J

J 
ー-ー

15m 
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1.回手一本黒木 1区全景(西か ら)

2.田手一本黒木3区全景(南から)

3.回手一本黒木遺跡SK301土墳



3. 〈神輿塚(略号 MKS.CKT}

遺跡の所在地

三養基郡三根町大字東津

調査主体者

三根町教育委員会

調査期間

昭和56年 8月~昭和 56年9月

調査面積

450m' 

遺跡の概要 第35図遺跡周辺地形図 (S= 1125.000) 
遺跡は、標高 3m程の沖積平野の中域、井柳川の西岸に位置する。神輿塚遺跡は、宇佐八幡

宮の西側に広がる鎌倉時代の集落跡である。遺跡の南側を排水路が通るたのこの部分について

発掘調査を行った。遺構は、溝跡 1条、井戸跡 I基、貝溜 2、柱穴を検出した。井戸跡は径l. 5

mの円形で、深さO.5mにて段を有するこ段掘りである。深さは1.5mまで確認したが、さらに

深い。内部から土師器・瓦器が出土した。貝溜は調査区の西側で二ヶ所検出した。調査区の西側

は南側へ沼状に落ち込んで、おり、この斜面に貝が堆積している。 1 号貝溜は広さ 2m、厚さ O.05~O.2

m、 2 号貝溜は広さ 2m、厚さ O.05~O.3m、買はすべてカキであり、員層中より土師器片が出

土した。

直代遺跡は、神輿塚遺跡の北側O.3kmに位置する。古墳時代~中世に至る集落跡である。遺跡

の西側を排水路が通ることとなり、この部分(I II区)の発掘調査を行った。遺構は井戸跡 2、

柱穴を検出した。井戸跡は径O.7~O.9m、円形の単掘りで、深さは、l.5m まで確認したが、さ

らに深し〉。井戸枠等の施設はないが、内部から土師器、瓦器、白磁片が出土した。

なお直代遺跡III区東側の I、II区

については、井柳川の改修に伴う発

掘調査を昭和56年、県教育委員会が

実施した。

直代遺跡(III 区)

「了γ ァ 0'- 一一二ーでご7Pて一三一τ。「 γ-
。o CJ ~o 0 0 L 一一」

¥〈 JaQ;:A i:0♂。;モ?と o 0 口容了
Q.~O'詞;。\。0 0 。

貝留り o 0 V~ 

¥て金三支 q-P-jJL 一一神輿塚遺跡

第36 図 神輿塚遺跡・直代遺跡(III 区)遺構配置図
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1 .神輿塚遺跡 全景(東から) 3.神輿塚遺跡貝留り

2.神輿塚遺跡SEIOl井戸跡 4.直代遺跡3区全景(東か ら)



たくたあげち

4.詫田上地遺跡(略号 TA C) 

遺跡所在地

神埼郡千代田町大字詫田

調査主体者

千代田町教育委員会

調査期間

昭和56年 7月~昭和 56年 9月

調査面積

l，OOOm' 

遺跡の概要 第37図遺跡周辺地形図 (S=1/2 5，000) 

遺跡は佐賀平野のほぽ中央部に位置する標高 4~5mの平担な水田上に立地する。調査は水

田部の貝塚(I区)と水路部(II区)のニヵ所について実施した。

I区から検出した遺構は、径 1m、深さ約1. 5mの円形の貯蔵穴数基と不整形土壌である。

貯蔵穴のうち 1基にはカキを主体とした貝殻が投げ込まれた状態で入っていた。遺物は、貯蔵

穴と土墳の埋土から弥生前期の査・聾・高杯などの土器と石器が出土した。

11区の貝塚は径10m余、厚さ0.3mのほぼ円形の小規模なものでカキを主体とする。貝塚の下

から遺構は検出されなかった。員塚からは多量の貝類とともに弥生前期の土器(査・聾.高杯)

と骨角器(話)、動物骨が出土した。動物骨は晴乳類、魚類、鳥類、両生類のものがあり、この

うち魚類を除く動物骨については鹿児島大学農学部獣医学科の西中川駿助教授に同定をお願い

し表 3 、表 4 のような結果を得た。骨片はシカ・イノシシ類が多く、他にネズミ類、キジ、カ

モ類、ハト類、カエル類のものがあり、全般的に四肢骨が多いとのことであった。

今回の調査区から遺構として貯蔵穴と土壌しか検出されず、遺跡の中心は調査区の北側一帯

にあると考えられる。狭い範囲の調査ではあったが、弥生前期の貝塚の検出と、貝類、獣骨、

魚骨の出土は、当時の食生活を知る上で貴重な資料となる。

表3 詫田上地異塚の自然遺物出土量 (g) 表4 詫田上地貝塚の骨別出土骨片数

lx 
シ イ ネ 鳥 魚 両 (

鑑定不a 説轡
合カ

ノ ズ 生エ
シ 、、 Jレ

カ シ 類 類 類 類類) 官E 計

A 混土貝層 1. 7 4.1 1. 7 7.5 (lJ 

K 
頭蓋 胴骨 前置骨 撞匝骨

骨棺別出骨土片世時1:1歯:111111: iR illl;lili|: 事1:1:出
イノシシ 3 2 6 43 23 111123 担

混士貝 層 1(36.) 1 1(06) 5 6.8 2.2 13.9 66.3 
(お)

B 
2.3 6.1 0.9 3(4.0 ) 0.2 暗褐色土層 (lJ (21 (lJ lJ 

4.2 16.7 

シカ 開 2 4 I I 2 17 

ネズミ掴 l 

C 混土員層 11151 1 2.3 77 .0 9.6 100.0 31 キジ額 1 

黒色混員膚 9414.1 7 4(86.) 3 5(50 ) 54.0 0.6 202.6 
D 

1(l2 ) 8{79.) 3 混土員層 41. 3 3.5 133.3 

カモ掴 4 3 141 15 

ハト顕 2 2 

E 混土貝層 6(34-) 2 3(64.) 8 2{3.9 ) 89.8 5.2 197.9 

重量合計 176.2 200.1 0.9 20.0 288.2 0.2 38.7 724.3 

骨 片 数 11司 似) IlJ 白却 111 

カエル額

骨骨格片 別世 82 2 10 517610143 132 1233174 

推定個体数 2 3 l 5 1 12116，2%) 10113.5%) 371日0%) 15120.3%1 

( )は骨片数。
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1.詫田上地遺跡 1区全景

2. 1区貝層断面

3. 2区SK205土壌

4. 2区SK201土壌



お さ き は ぷ

5. 尾崎土生遺跡(略号 o S H) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字尾崎

調査主体者

神埼町教育委員会

調査期間

昭和56年 5月~昭和 57年 2月

調査面積

7，OOOm' 

遺跡の概要 第38図遺跡周辺地形図 (Sニ1/2 5，000)

遺跡は、城原川流域に形成された標高約 6'""8mの扇状地上に立地する。

調査は、水路部分(1・ 2 ・3 ・4 ・6 ・7区)と面的に削平を受ける畑部分 (3 ・5 ・8 ・9 ・10区)

に分かれている。

1区は、古墳時代後期の井戸跡 l基、時期不明の円形周溝 1基と 4条の溝跡を検出した。円

形周溝は、径約2.5mと小規模で周溝の他に遺構は認められなかった。溝跡のうち 3条が幅 2'""3

mと大型でトある。そのうち 2条は80'""90mの距離をもってほぼ東西に延び、他の 1条はこの 2

条に直行して延びていることが確認された。溝跡よりの出土遺物は、各時代のものが存在し明

確な時期決定は困難であるが、溝の形態、方向等により条皇制との関連が考えられる。

3 区は、水路部分と畑部分を調査対象とした。竪穴住居跡 4軒、掘立柱建物跡10棟以上、井

戸跡13基、祭杷遺構 2 ヵ所等を検出した。竪穴住居跡は平面形が方形と長方形をなす。一辺

5.0'""6.0mの規模で、炉跡等は認められなかった。削平が著しく出土遺物に混入があるが、弥

生時代中期末~後期前半頃に位置づけられる。掘立柱建物跡は、 1間x1聞を 6棟、 1間x2 

聞を 4棟検出した。弥生時代後期のものと中世のものに分けられる。井戸跡は、すべて平面形が円

形である。弥生時代後期前半と古墳時代後期、中世の各時代のものが存在する。その中で、 S

E303は、弥生時代後期前半噴に位置づけられる多量の土器類を一括廃棄した状態で出土してお

り、良好な資料である。

5区は、 3区東側に隣接する。検出した遺構は竪穴住居跡 2軒、掘立柱建物跡6棟以上、

井戸跡 9基、土墳2基、円形周溝 1基である。竪穴住居跡は、平面形が方形と長方形のもの

がみられ方形のものは、古墳時代後期の所産である。掘立住建物跡は、 1間x1聞が5棟、 1

間x 2聞が2棟あり、そのうち SB503は1間x 2聞の規模で、比較的大形で、長方形に近い柱穴

掘り方をもっ弥生時代後期の建物跡で建物の床面下に一辺 2mの方形土壌を伴なっており注目

される。井戸跡は、すべて円形をなしており、弥生時代後期前半と古墳時代後期のものがある。

S E501と502は、弥生時代後期前半に位置づけられ、聾・査・高杯等ととともに、鍬先・石斧
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の柄.紡錘車・糸巻き・火鎖臼等の木製品が多量に出土した。円形周溝は、径4.0~5.0mで周

溝内より弥生時代終末期の高杯を中心に聾・査が出土した。

6区は、本遺跡の西端部域に位置し、古墳時代後期と中世・近世の遺構を検出した。遺構に

は竪穴住居跡 I軒、掘立柱建物跡31棟以上、井戸跡16基、土壌、溝跡がある。掘立柱建物跡は、

l 間x 1問、 I 間x 2問、 2間x 2問、 2間x 3問、 2間x 4間と 5間分の柱穴列がある。井

戸跡は、平面図形が円形・惰円形で、古墳時代後期のもの12基、中世及び近世のもの 4基であ

る。 SE609井戸跡は、平面陪円形、長径2 . 1m、短径1.8m、深さ1. 2~1. 3mで、土師器聾・甑・

須恵器片とともに、木製の把頭飾 l点が出土した。時期は、 6世紀代と考えられる。

8区は竪穴住居跡 2軒、井戸跡 1基、土壌2基、溝跡 2条を検出した。竪穴住居跡は、平面

形が長方形で、ベット状遺構をもっ。竪穴住居跡と土壌はともに弥生時代終末期である。

9区は竪穴住居跡 7軒、井戸跡2基、土墳2基、土墳墓 1基を検出した。竪穴住居跡は、平

面形が方形・長方形で、弥生時代終末~古墳時代前期のもの 2軒、古墳時代後期のもの 5 軒で

ある。弥生時代終末期の住居跡より窒・査.鉢・高杯が出土した。土壌墓は素掘りのもので、

土師器椀2個体が出土した。

10区では、竪穴住居跡 1軒、掘立柱建物跡16棟以上、井戸跡 7基、土壌墓 1基、溝跡を検出

した。掘立柱建物跡は、 1間x 1問、 1間x 2問、 2間x 3問、 2問x 5間の規模のものがあ

る。出土遺物は少なく時期決定は困難だが、柱穴の形態、規模等により大部分は、中世

の所産であると考えられる。井戸跡は、平面形が円形をなし、土師器小皿・杯等が出土した。

土壌墓には、土師器杯と黒色土器椀各 1個体を副葬していた。

以上のように、本遺跡は、弥生時代

より中世・近世にかけて長期間営ま

れた遺跡であり、各時期の多数の遺構

が検出された。特に弥生時代後期の遺

構は、住居跡と建物跡、井戸跡があり、

出土遺物も多量の木製品や一括土器等

があり、佐賀平野におけるこの時期の

様相を考える上で良好な資料となりう

る。また、木製の把頭飾は、他に類例

を見ない形態、文様をもっており注目

される資料である。

図版 6 

S E609井戸跡出土木製把頭飾(約Ys)
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1. 10区全景(東から)

2. 9区SB902住居跡(北か ら)

3. 5区SB503建物跡(北か ら)



1. 3区P31l内土器出土状況(南から)

2. 6区SE609井戸跡(商から)

3. 9区SP901土墳墓



6.志議量遺跡群c隷E32223z;)
遺跡所在地

神埼郡神埼町大字志波屋

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年 9月~昭和 57年 2月

調査面積

5，000ぱ

遺跡の概要 第39図遺跡周辺地形図 (S=1/2 5，000) 

遺跡は脊振山系から派生する丘陵に挟まれた谷部に立地する志波屋一本松遺跡と、その西側

の丘陵上に立地する志波屋五本松遺跡に分かれる。

志波屋一本松遺跡は谷部のほぼ中央を調査した。検出した遺構は、査棺墓、竪穴住居跡、掘立

柱建物跡、土塘である。査棺墓は調査区の東南隅から 1基検出した。縄文時代晩期(夜臼式)

のもので、査の口縁を聾で覆っていた。竪穴住居跡は 3基で、弥生時代終末~古墳時代前期の

ものである。掘立柱建物跡は 6軒あり、規模は I間x2問、 l間x3問、 2間x3間のものが

みられる。遺物は遺構内より弥生時代終末~古墳時代前期の土器が出土した。

志波屋五本松遺跡は丘陵の東側縁辺部を調査した。調査区の北半分が水田耕作で遺構主面が削平

されており遺構の残りが悪い。南半分は弥生時代中期から古墳時代後期の竪穴住居跡が多数切り合っ

ており、その切り合いの前後関係を把握するのが非常に困難であった。竪穴住居跡は弥生中期

の一軒が円形で他は方形・長方形で合計80基以上が検出された。他に東西に延びる溝跡、土壌、

柱穴群などが検出された。遺物は遺構上面を覆っている黒色土層中から多量の弥生土器、土師

器、須恵器が出土し、遺構からは弥生後期後半~古墳時代前期の土器が溝跡や、住居跡から一

括して出土している。特に古墳時代前期の土器(査・聾・高杯・器台)が一括して出土してい

ることは興味深い。その他の遺物として鉄銀、鉄鎌、鉄斧、石包丁、石斧、石鉱等がある。

志波屋一本松遺跡は竪穴住居跡と掘立柱建物跡から構成された集落跡で、時期は弥生時代終

末から古墳時代前期である。集落跡は調査区の外側にも広がると考えられる。縄文時代晩期(夜

臼式)の査棺の出土が注目される。志波屋五本松遺跡は弥生時代中期から古墳時代後期にかけ

ての大集落跡で、中心は弥生時代終末から古墳時代前期である。住居跡から出土した弥生時代

終末から古墳時代前期にかけての一括資料は佐賀平野における今後の編年作業で好資料となる

と考えられる。
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1.志波屋一本松遺跡全景(東から)

2.志波屋遺跡五本松全景(西から)

3.志波屋五本松遺跡上段全景(北から)



1.志波屋一本松遺跡 sJ 011斐棺墓 5.志波屋五本松遺跡SB328住居跡

2.志波屋一本松遺跡SB010住居跡 6.志波屋五本松遺跡SB321、317ち326、311住居跡(北か ら)

3.志波屋一本松遺跡SB003住居跡 7.志波屋五本松遺跡SB322住居跡

4.志波屋五本松遺跡SDOOl溝跡(西から) 8.志波屋五本松遺跡SB357住居跡(北から)



7.北浦遺跡

遺跡の所在地

小城郡小城町大字松尾・北浦

調査主体者

小城町教育委員会、佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年8月~昭和 57年 1月

調査面積

4，OOOm' 

遺跡の概要 第40図遺跡周辺地形図 (5=1/ 25，000) 

遺跡は、小城町西北部に位置し、祇園川東岸の河岸段丘上に立地する。周辺には旧石器時代

の尖頭器を出土する岡本遺跡、曽畑式・阿高式土器の出土した龍王遺跡、弥生時代~古墳時代

の集落・墓地跡の本告遺跡、赤司遺跡が存在する。また遺跡南側の丘陵頂部には千葉氏の居城

であった中世山城跡の千葉城跡が存在する。昭和55年度の第一次調査 (A~E 区)にひきつづ

き、今回、第二次調査 (F ・G.H 区)を行った。

検出した遺構は、掘立柱建物跡16棟以上、土壌35基、溝跡 8条、石垣状遺構、柱穴などでほ

とんどが室町時代のものである。遺構は、溝跡に固まれた部分に密集しており、遺跡は環溝を

めぐらした館跡と考えられる。掘立柱建物跡は、主軸を東西か南北にとり、 1間x2問、 1問×

3問、 2間x 2問、 2間x 3問、 2間x 4聞のものがみられる。 F区の SB651建物跡は柱穴の

規模が大きく、数回建て替えた痕跡が認められ、 G区SB662建物跡は南側と北側に庇がつき、

この遺跡では最も規模の大きな建物跡である。土墳は祭肥土墳、土墳墓と考えられるものもあ

るがほとんどが不整形であり、性格の不明なものが多い。土壌の埋土や床面から多量の土師器

小皿・杯、火鉢等が出土した。溝跡のうち SD603とSD604は同時期に営まれており、建物跡

を囲む濠であったと考えられる。溝の断面はV字状に近い逆台形になっている。石垣状遺構(S

X606)は、 F区の南西端にあり、花崩岩の河原石を用いて、ほぽ東西に組まれている。この石

垣状遺構はG区の SD606溝跡につながる。

出土した遺物は、土師器小皿・杯、火鉢、土鍋、元・明時代の輸入間磁器(青磁・白随.天

目茶碗)、銅銭などがある。土師器は14~16世紀のもので数型式に分類が可能である。その他の

遺物として縄文時代早期土器片(押型文土器)、後・晩期土器片(西平式、黒川式)、弥生土器

片、石器(尖頭器・石鍍・掻器・石包丁・紡錘車)がみられる。

北浦遺跡一帯は、これまで文献などにより室町時代にこの地に勢力をはった千葉氏および、

その家臣の館跡と考えられていたが、今回の調査結果は、そのことを裏づけるものである。
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1.北浦遺跡、 F区全景(南から)

2. G区南側遺構(東から)

3. G区、 SB663、664建物跡

4. F区、 SX606石垣状遺構(南から)



しぱおぱしかりゅう

8. 柴尾橋下流遺跡(略号 S B K) 

遺跡所在地

佐賀市蓮池町大字古賀

調査主体者

佐賀市教育委員会

調査期間

昭和田年9月~昭和 56年10月

調査面積

1.200m' 

遺跡の概要 第42図遺跡周辺地形図 (S=1/25.000) 

柴尾橋下流遺跡は佐賀市蓮池町大字古賀に所在し、遺跡北端は千代田町とクリークをはさ

んで接している。蓮池町は佐賀平野の中央東寄りに位置し、北側に脊振・天山山系が連なり、

南側には有明海が広がっている。また脊振山系に源を発する中地江川・佐賀江川・城原川が蛇

行しながら流れ、それらの堆積作用で肥沃な平野が形成されている。遺跡付近の標高は約3.5m

で周囲にはクリークが縦横に走っている。今回の調査は掘削される水路予定地について実施し

。
た

検出した遺構および遺物は、弥生時代終末~古墳時代前期、歴史時代にかけてのもので、土

墳32基、土器溜り 1基、溝5条、貯蔵穴 l基、井戸跡 5基等である。これらの遺構は調査区の

中央から東部にかけて集中しており、西半分は井戸・土壌等数基を数えるにすぎない。当地区

は調査前は水田であったが、伝え聞くところによると遺跡一帯は数十年前に地下げをしたらし

く、クリーク北側の千代田町の水田と比べると数十cm 低く、遺構上面の破壊も進んでいた。

遺物には、土器・石器・鏡等があり、この中で、弥生時代終末~古墳時代前期に位置づけら

れる一連の土器が出土したが、それらはここ数年、佐賀市琵琶原遺跡、大和町肥前国府跡、東

脊振村西前田遺跡、基山町千塔山遺跡等で相次いで検出されている。これらは様式論的に見て

土師器と認定されつつあるが、いわゆる「古墳」から検出していないことなどからそれらの時

期が弥生時代終末か古墳時代前期であるものかの論議を呼んでいる。また、溝より出土した鏡

は「長宣子孫」の連弧文鏡で県下では 7例目の出土である。この種の鏡は埋葬遺構から出土する

ことが多いが、今回検出した鏡は溝からの出土ということで埋葬遺構出土のそれとは性格を異

にするものと考えられる。

最後に遺跡の広がりであるが、元来、千代田町の柴尾遺跡と佐賀市の柴尾橋下流遺跡は同一の

遺跡としてとらえることができ、今回の調査区はその南西部に位置すると考える。ちなみに、

昭和55年度の確認調査では当遺跡の西方や南方ではほとんど遺物を採集することができなかっ

た。
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1.柴尾橋下流遺跡調査区全景

2. S K028貯蔵穴(東から)

3. S D004溝跡出土連弧文鏡(Y3)

4、5. S K028土墳出土土器



9.説話量者遺跡群(ゐ E分bE35T)

昭和56年 4月~昭和 57年2月

小城郡三日月町大字織島

三日月町教育委員会

遺跡所在地

調査主体者

調査面積

調査期間

3，730m' 

第43図遺跡周辺地形図 (S=1/2 5，000) 

織島西分遺跡群は南側だけに開く山麓小平野の西辺部に展開しており、杉町遺跡、織島西分

遺跡の概要

A'B ・C遺跡等によって構成されている。昭和56年度はこれらの内、杉町遺跡と織島西分A

遺跡について調査を実施した。

杉町遺跡は標高16m程の徴高地縁辺に立地しており、東側は緩やかな凹地となっている。

遺構としては掘立柱建物・方形竪穴・土壌・柱穴等が検出された。掘立柱建物は14棟を数え

l間x2聞が 4棟、他はすべて 1間x1間である。総体的に小規模2間X2聞が 1棟、るカ2、

であり、大半は小屋的なものと思われる。方形竪穴は一辺 4m程であるが、性格は不明である。

出土遺物はほとんどが土師器で、わずかに須恵器が混じる。土師器の竃は県下では 6例目の

出土である。出土遺物より遺構の大半は古墳時代後期の所産と思われるが、一部中世のものも

含む。

織島西分A遺跡は杉町遺跡の北方300m、標高18m程の丘陵裾部に立地する。地形から見ると、

遺跡の中心はより高位の西側緩斜面に展開しているものと思われる。

遺構としては竪穴住居跡 1軒、掘立住建物2棟の他、方形竪穴・土墳・溝跡等を検出した。

4本の主柱穴を有す。また東壁竪穴住居跡は平面形が4.1mX3.7mの整美な方形を呈し、

， 
<... には竃の痕跡が認められる。掘立柱建物はともに 2 間x2 聞の総柱式で、倉庫と思われる。

れらの遺構は出土した土師器等より古墳時代末期の所産と考えられるが、調査区南側の溝や土

墳は弥生時代中期初頭のものであろう。

織島西分遺跡群の所在する小平野は、円山古墳・地蔵山前方後円墳などに代表されるように

古境時代の後半には特に栄えた地域であり、今回の調査はそれらの首長層を輩出した古代集落

の一端を明らかにした点で重要であったと言える。
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1 .杉町遺跡 I区全景(北から)

2.杉町遺跡II区全景(西から)

3. 杉町遺跡III 区全景(西から)

4.杉町遺跡W区全景(南から)

5.織島西分A遺跡全景(南から)

6.織島西分A遺跡SK002土壌、 SB001住居跡(南から)



いた11し

10. 板橋遺跡(略号 I T B) 

遺跡の所在地

武雄市橘町大字片白

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年 9月~昭和 56年11月

調査面積

950m2 

遺跡の概要 第44図遺跡周辺地形図 (S=1125.000) 

遺跡は武雄市の東側、武雄川が六角川に合流する地点に位置し、すぐ南には、杵島山がそび

えている。遺跡の北側には、森崎遺跡(縄文~古墳時代遺物散布地)があり、南側には、樋ノ

口遺跡(弥生~古墳時代遺物散布地)、鳴瀬古墳群が存在する。調査は水路予定部分の 3区と、

削平をうける 4 区の 2 ヵ所について実施した。

3区から検出した遺構は、井戸跡6、土壌7、柱穴などである。井戸跡は平面形が円形・方

形・陪円形で、単掘りのものとこ段掘りのものがみられた。規模は直径O.8~4.0m、深さl. O~2.3

mで、二段掘りのものが規模が大きい。土績は平面形が不整形のものが多い。遺物は鎌倉時代

のものが多く、土師器杯・小皿、陶器、青磁、白磁、銅銭、漆器、木製品、金属製品(釘・キ

セルの吸口)、骨角器などがある。特に井戸跡からは、これらの遺物が一括して良好な状態で出

土した。また、井戸跡からは、流れこんだ状態で弥生後期の土器片が、まとまって出土した。

4区から検出した遺構は、掘立柱建物跡 4以上、土壌7、溝跡 1、柱穴などである。掘立柱

建物躍は 4間x3間 (7.7X4.3m)、2問x1間 ( 4 x 2 m)、 5問x2間 Oox4m)、4間×

2間 (8x 4 m)の4棟が明確である。 4棟のうち 1棟が東西棟で他はすべて南北棟である。

柱穴の内部には柱根が残っているものもみられた。土墳は、平面形が長方形・円形・惰円形の

ものである。遺物は、遺構上面を覆っていた灰褐色土の遺物包含層から、土師器杯・小皿、陶

器、青磁、石鍋片などの鎌倉時代のものと、近世の陶磁器が多く出土した。その他、鍋銭(北

宋銭)、青銅製鈴も出土した。遺構に伴う遺物は少ない。

以上のように板橋遺跡は、一部弥生時代後期の遺物を出土したが、その主体は、鎌倉時代以

降にある。この時期は「長島庄」の発展段階にあたり、輸入陶磁器や宋銭の出土などから、水

上交通の要衝である地の利を生かした貿易港としての性格を持った重要な遺跡であるといえる。
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1.板橋遺跡 W 区全景 3. N 区SK428土墳はじから)

2. 板橋遺跡III 区全景(西から) 4. III 区S E305 井戸跡(北から)



11. 久卓実績、久卓針?遺跡(略号 K K R) 

所在地

唐津市大字久里

調査主体者

唐津市教育委員会

調査期間

昭和56年 9 月 ~10月

調査面積

150m' 

遺跡の概要 第45図遺跡周辺地形図 (S=1725.000) 

遺跡は、松浦川東岸の標高 2~3mの自然堤防上に立地する。久里大堀遺跡は、天神社を中

心として南北に広がる遺跡であるが、遺跡の南端を排水路が通るためこの部分について調査を

行った。遺構は、古墳時代前期の竪穴住居跡4軒と平安時代の井戸跡 1基を検出した。住居跡

は調査区が限られていることや、削平を受けている部分があり、完堀できたものはない。 SB

101住居跡は3.1X3.0mの方形で壁高はO.lm、住居跡の東寄りに焼土が残存する。 SB102住居

跡は、東側が削平を受けており西側の 1mが残存する。南北の幅4.0m、壁高はO.3mが残存し

周壁に小溝を掘っている。 SB103住居跡は、南側の 4分の l程を調査した。南北の幅2.7m、

南側に 1mのベット状遺構を設けている。これらの住居跡からは、聾・高杯・小型丸底査が出

土した。井戸跡は、調査区の東側より一基検出した。円形の単掘りの井戸で、径2.5m、深さ 1

m 程である。井戸枠等の施設は発見されなかったが、土師器や黒色土器片が出土した。

久里古川遺跡は、鎌倉時代の井戸跡 1基を検出した。径2.3X109mの惰円形で、深さは1.5m

程である。深さO.7mの所に段を有するこ段掘りの井戸である。井戸枠等の施設は発見されなかっ

たが、内部から糸切り底の土師器、瓦器、白磁片が出土した。

10m 

第46図久里大堀遺跡遺構配置図
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1.久里大堀遺跡全景(西から)

2.久里大堀遺跡全景(東から)

3. SB101・102住居跡

4. SB101住居跡

5. S B 103住居跡

6.久里古川遺跡SE201井戸跡



12.級(鼓)遺跡(略号 TZ Y) 

遺跡の所在地

唐津市湊町大字奏

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年10月~昭和 56年11月

調査面積

2，200m' 

遺跡の概要 第47図鞍(鼓)遺跡遺構配置図 (S=1/ 25，000) 

遺跡は、唐津市の北部に位置する。玄界灘に面した上場台地縁辺部の標高150mの低丘陵上に立

地している。縄文時代晩期から古墳時代後期にかけての遺跡で低丘陵の東側緩斜面一帯に約5.000

d の広がりをもっと推定される。

検出した遺構は、弥生時代の竪穴住居跡・聾棺墓・土壌墓・石囲い土壌墓、および古墳であ

る。他に縄文晩期(夜臼式)の遺物包含層も確認された。竪穴住居跡は弥生時代前期のもので、

1基検出した。聾棺墓は弥生時代前期から中期のもので合計30基検出した。棺は斜め・直立・

倒立して埋置している。土塘墓・石囲い土墳墓も聾棺墓と同時期である。古墳は 6基確認した

が、そのうち 4 基を調査した。みな破壊されており残りは悪い。 3 基が 6世紀末から 7世紀初

頭のもので、 1基は掘り方のみ残っており、時期は不明である。

遺物は、聾棺の副葬品として、管玉、勾玉、ガラス小玉等が出土し、古墳の石室内から須恵、

器の壷・長頚査・杯・高杯・平瓶・提瓶、装飾品(勾玉・管玉・切子玉・小玉・練玉)、鉄製品

(万・鯨・留金)が出土した。

本遺跡は、縄文晩期から古墳時代にかけての複合遺跡である。上場台地における多数の弥生

時代埋葬遺構の検出は、海岸部の大友遺跡、宇木汲田遺跡の埋葬遺構と対比でき、この地域の

墓制を知る上で好資料になる。

鞍(鼓)遺跡遠景

。。
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1 .靴 (鼓)遺跡調査区近景 4. A区土壌

2. A区SJ 001費棺墓 5. A区石固い土墳墓

3. A区SJ 003・004・005裂棺墓 6. A区古墳石室内遺物出土状況



うわぽ

13.上場遺跡(略号 UWB)

遺跡の所在地

唐津市大字湊

調査主体者

唐津市教育委員会

調査期間

昭和56年 9月~昭和 56年10月

調査面積

1.400m' 

遺跡の概要 第48 図遺跡周辺地形図 (S =1125，000) 
やかたいし

遺跡は唐津市屋形石東南部の広域農道に沿った玄界灘を一望する標高135mの丘陵上に位置す

る。遺跡の周辺には先土器時代の野原遺跡、縄文時代・弥生時代では夜臼式聾棺や弥生前・中
つづみ おうが

期の聾棺を多数出土した鼓遺跡、古墳時代では相賀古墳・鼓古墳群がある。

検出した遺構は竪穴住居跡 9軒、倉庫状遺構 2基、土壌28基、掘立柱建物跡 1棟であり時代
し1Iお まつおうしろ

はほぽ古墳時代中期にあたる。住居跡は柴尾地区に 8棟、松尾後地区に 1棟あり、前者では平

面形が方形 7、円形 1で馬蹄形に配列されている。方形のものは 5世紀と考えられる。松尾後

地区の住居跡は弓聖な方形を呈し、時期は弥生後期末~古墳時代である。全体として長軸 4~5

m、短軸3.5~4 mの平面形が方形のものが多い。長・短軸の比はほぼ6: 5である。倉庫状遺

構は 2基でいずれも不整な楕円形である。大小 2種があり深さは住居跡に比べ深い。食物等の

貯蔵を考慮してのことか。長短軸比は 5: 3である。土壌は柴尾地区では住居跡群の内側にあ

る遺構の空白地帯に面して南東部に 7基、南西部に 6基、北西部に 5基、北東部に 8基が検出

された。松尾後地区でも住居跡の東側に 2 基存在する。平面形態では楕円形8 、隅丸長方形 5 、

不整形 3であり、大型 1、中型3、小型12であった。

遺物には弥生式土器、土師器、石器、その他がある。柴尾地区の土器は 5世紀の土師器査

が多く内湾口縁と二重口縁とがある。松尾後地区では弥生後期末の聾や後期末~5 世紀の査、

高杯も含まれている。石器ではそのほとんどが先土器、縄文時代であり、台形石器、細石

刃、石銀、磨製石斧、スクレイパーがある。その他では土製の玉が出土している。

遺構はその主軸によって北、北より西へ振れるもの、北より東へ振れるものの 3種があり 3

つの小期に分類出来る可能性を有する。残存状況の良好な柴尾地区の遺構は全体として丘陵の

周辺部に住居跡、倉庫状遺構が馬蹄形にならび、その内側に土壌(一部屋外炉の可能性のある

もの 2基)が住居に対応するように配置されている。丘陵の中心部は遺構の空白地帯であり広

場としての機能を有するものであろう。
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1.上場遺跡遠景

2.上場遺跡全景(柴尾地区、西から)

3.柴尾地区 2号住居跡

4.柴尾地区7号土壌

5.上場遺跡出土土器、土製品

6.上場遺跡出土石器



おお俗し

14.大橋遺跡(略号 o H S) 

遺跡の所在地

東松浦郡玄海町大字今村

調査主体者

玄海町教育委員会

調査期間

昭和56年 9月

調査面積

500m2 

遺跡の概要 第49図遺跡周辺地形図 (S=1/25.000) 

玄海町は東松浦半島の西部に位置し、北は鎮西町、東は唐津市、南は肥前町に隣接している。

遺跡は玄海町のほぽ中央に位置し、丘陵の頂上部に立地している。遺跡の周辺には、棚橋遺跡、

稗田遺跡、牧ノ地遺跡、塩仮田遺跡などの縄文時代の遺物散布地が知られている。また北側に

は、中世の値賀城跡(山城)が存在する。今回の調査に先がけて行った確認調査では、土壌と

小穴を確認し、石鍍・剥片等の遺物が出土した。

今回の調査では、竪穴住居跡 1軒、土壌 I基を検出した。遺構は表土から約20cmで検出され

た。住居跡は古墳時代のもので、平面形が方形で、一辺約 5m、深さ 20~40cm。柱穴は 3 ヵ所

確認した。内部にカマドや炉は認められなかった。埋土は暗褐色土で、一部撹乱をうけていた。

土壌は縄文時代晩期のもので、住居跡に上部を切られており、残存状態は悪い。平面形は円形

に近く、直径約 1m。土壌の埋土からは、多量の土器片が出土した。土器は夜臼式で、査・聾・

浅鉢などの器種がある。

現在の段階で、佐賀県において縄文時代晩期遺跡の調査例は少なく、唐津市女山遺跡、菜畑

遺跡、肥前町押川遺跡、鎮西町中野遺跡などで住居跡・土壌が検出されている。菜畑遺跡など

で縄文時代晩期土器の編年が問題となっており、この大橋遺跡出土の土器は晩期土器編年上貴

重な資料となる。

第50図 大橋遺跡住居跡出土土器実測図
20cm 
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1.大橋遺跡全景

2. S B001住居跡

3. S K002土器出土状況



15.議声遺跡群(もり主活窓口問)

遺跡の所在地

東松浦郡鎮西町大字波戸

調査主体者

鎮西町教育委員会

調査期間

昭和57年 1月~昭和 57年 3月

調査面積

1，750ぱ (鳥ノ巣 1，100m') 

遺跡の概要 第51図遺跡周辺地形図 (S=1/ 25，000) 

波戸遺跡群は、東松浦半島の北西部鎮西町の北部に位置し、波戸岬を中心に広がっている。

波戸遺跡群は 3つの時代に大別することができる。 1つは、ヨノド、井樋田、波戸大平、大平

遺跡などの旧石器時代~縄文時代の遺跡、 lつは大平古墳群などの古墳時代の遺跡。そしても

う1つは名護屋城跡を中心とする鳥津義弘、九鬼守隆、上杉景勝などの陣跡群である。その中に

あって今回調査を行った永田A、C遺跡はこの地域の縄文~古墳時代を埋める重要な遺跡とい

える。調査が狭い範囲であり検出した遺構は柱穴群と土壌である。遺物は縄文時代の石銀、古

墳時代土師器、須恵器などである。
とりのす

鳥1ノ!巣遺跡は前年度の確認調査で聾棺墓 1基を確認していた。今回の調査では聾棺墓に加え

て竪穴住居跡 1軒、土塘墓 4基、石蓋土壌墓 1基を検出した。住居跡は弥生中期のもので平面

形は円形で、中央部に炉をもっ。柱穴は10ヵ所確認された。出土した遺物は縄文土器片、弥生

土器片等があるが、小破片が

多くしかも量は少ない。

本遺跡は遺構、遺物から弥

生時代中期~後期を中心とす

る遺跡と考えられる。住居跡

は調査区外にも存在する可能

性が強く、聾棺墓についても

遺跡の東側にある修理工場建

築の際、聾棺墓の出土カ滞鶴、さ

れており、今回の調査は集落

の一部と墓域の西端部を調査

したものと考えられる。
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16. 品詣面托遺跡群(出 ZA24HW)
遺跡の所在地

東松浦郡肥前町大字納所

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和56年 8月~昭和 56年 9月

調査面積

1，700ぱ

遺跡の概要 第53図遺跡周辺地形図 (S=1125，000) 

出午、働は肥前町の西側、入野半島のほぼ中央部に位置する。緩斜面の丘陵上(標高 116m)に

遺跡は広がっている。周辺は旧石器から縄文時代の遺跡が濃密度で存在し、遺跡群を形成して

いる。遺跡は約2，500m'の広がりをもつものと推定されるが、その中の1，100m'を今回調査した。

第 2 層が旧石器時代の遺物包含層であるが、土層はほとんどの地区で薄く、良好な文化層を検

出することはでき なかった。遺跡の南側に石器製作場と推定されるブロックが 1ヵ所確認され

た。出土遺物は約500点の石器で、ナイフ形石器、刃器、細石刃、剥片、石核等である。他に縄

文時代の遺物として、石銀、剥片、石核等が出土した。

詰宅ht 遺跡は山中遺跡の東約500mに位置し、丘陵の東緩斜面に遺跡は広がる。遺跡の東に

は水田が開け、湧水点、もある。遺跡は約1，000m'の広がりをもっと推定されるが、今回はそのう

ち600m'を調査した。検出した遺構はほとんどが不定形土壌、柱穴状のピットであり、その埋土

からの出土遺物は縄文時代の石銭、掻器、剥片等であり 、土器片の出土はほとん どなく 時期は

明らかでない。

山中遺跡全景(南から)
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たお

17. 田尾遺跡(略号 T A 0) 

遺跡の所在地

東松浦郡肥前町大字入野

調査主体者

肥前町教育委員会

調査期間

昭和56年4月~昭和 56年5月

調査面積

1，400ぱ

遺跡の概要 第54図遺跡周辺地形図 (S二1/ 25，000)

遺跡は、肥前町の西側、入野半島の根元部に位置する。標高120mの丘陵上に立地する広範囲

な遺跡である。今回の調査では 4 ヵ所 (A~D 区)を調査した。 A区からは、 2 枚の縄文時代

早期の遺物包含層を確認した。 B区からは溝跡、 C区からは多数の柱穴群を検出した。

D 区からは掘立柱建物跡、土墳を検出した。

A~D区から出土した遺物は34 ， 000点余りの土器片、石器類である。土器片には押型文土器

があるが、大半は小破片で、あるため、詳細は不明である。石器は、石鍍が50%近くを占め、剥

片錬・鋸歯鯨・片脚錬・半磨製錬が含まれる。次いで掻器が多く、他に尖頭状石器、石錐、石

斧、石ベラ、砥石等がみられる。

⑬ 平野遺跡群(縮;遺書 MD A) 

遺跡の所在地

東松浦郡北波多村大字下平野

調査主体者

北波多村教育委員会

調査期間

昭和田年5月~昭和 56年6月

調査面積

1，500m' 

遺跡の概要 第55図遺跡周辺地形図 (S=1125，000) 

平野遺跡群は、北波多村の西部に位置する。田中川西岸の河岸段丘上に立地している。前回

A 遺跡からは遺構は検出されず、|日石器時代の細石核、縄文時代晩期中葉(黒川式)の浅鉢、

石錬・磨石が出土した。前田B 遺跡からは、柱穴群と遺物包含層を検出し、縄文晩期の土器片、

石鯨・石匙・掻器・磨石等が出土した。
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19. 野田遺跡(略号 N 0 0) 

遺跡の所在地

神埼郡神埼町大字竹

調査主体者

佐賀県教育委員会

調査期間

昭和57年 1月~昭和 57年3月

調査面積

1，20仇n'

遺跡の概要 第56図遺跡周辺地形図 (S=1125，000) 

遺跡は、神埼町の北部に位置し、日の隈山の南方に展開する城原川水系が形成した扇状地上

に立地している。遺跡付近の標高は 8~9mである。今年度発掘調査を実施した北側を、昭和

53年度県営圃場整備事業に伴い、県教委が発掘調査を行っており、その時点で遺跡の性格や範

囲が確認されていた。

検出した主な遺構は、弥生時代中期の聾棺墓、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、井戸跡、土壌、

溝跡、柱穴群である。

聾棺墓は 6基で、弥生時代中期のものである。 6基のうち、小児用が 1基、成人用が I基、

不明のもの l基である。ほとんどが棺上半部まで削平されており、中には完全に破壊されたも

のもある。竪穴住居跡は 1軒で、上部が削平されて、わずかにその痕跡が認められた。掘立柱

建物跡は17棟で、平安時代~室町時代のものである。調査区外に延びるものもあり、規模不明

のものが多い。確実なもので 1問x1問、 2間x1問、 2間x2問、 3間x2聞の規模のもの

が認められた。井戸跡は 5基あり、みな鎌倉時代のものである。平面は円形で、単掘りのもの

とこ段掘りのものがある。規模は上面径1.0~1. 3m、深さ1. 1~2.1mである。

土壌は12基あり、平面が円形、惰円形、隅丸長方形で、規模も大小様々である。溝跡は30条

ある。大半は近世以降のもので、残存状態は悪い。 7条が奈良時代~鎌倉時代のもので、掘り

方もしっかりしており、東西および南北方向に規則性をもって延びている。

出土した遺物は、土師器、須恵器、瓦器が大半を占め、他に陶磁器、木製品、滑石製石鍋、

土錘、石銀、打製石斧などである。土師器は杯・小皿・聾・甑、須恵器は杯・査・聾、瓦器は

椀・皿の器種がみられる。奈良時代の須恵器の杯に「井」と墨書したものが I点ある。陶磁器

は中国産で白磁と青磁の碗がある。木製品には、井戸跡から完形で出土した横槌 1個や、大き

な川状の溝跡から出土した用途不明なものが数点ある。

以上のように野田遺跡は、弥生時代中期の墓地群(聾棺墓)と古墳時代( 6世紀半)から鎌

倉時代 (13世紀)にかけて営まれた集落跡である。
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1 .野田 遺跡調査区西側全景(東から)

2.野田遺跡調査区東側全景(東から)

3. SBOOl住居跡(西から)

4. S B038堀立柱建物跡(東か ら)

5. S E006井戸跡(南東か ら)

6. S K013土墳(北から)



V 総 括

佐賀県における農業基盤整備事業は、平野部の圃場整備事業(県営・団体営)と佐賀上場地

区の濯排・畑総事業(国営・県営)が施行されている。平野部は、佐賀東部地区、佐賀西部地

区、佐賀南部地区、佐賀北部地区の 4地区に分けている。佐賀東部地区は、鳥栖市・三養基郡・

袴崎郡、 佐賀西部地区は、佐賀市・多久市・佐賀郡・小城郡、 佐賀南部地区は、武雄市・鹿島

市・杵島郡・藤津郡、 佐賀北部地区は、唐津市・伊万里市・西松浦郡・東松浦郡の一部である。

佐賀上場地区は、東松浦半島の通称「上場台地」と呼ばれる地域で、東松浦郡および唐津市の

一部である。以下、昭和56年度に行った文化財確認調査・発掘調査についてまとめてみる。

文化財確認調査

佐賀東部地区 鳥栖市田代地区、基山町金丸地区、三根町三根東地区・三根西地区、東脊振

村大曲地区、神埼町的地区、諸富町徳富地区、千代田町詫田地区から遺跡が確認された。田代

地区は、銅鐸鋳型や銅鉾鋳型の出土した安永田遺跡の南側にあたり、この安永田遺跡との関連

が注目される。金丸地区は弥生時代の遺構を検出した。三根東地区および三根西地区は古墳時

代から中世にかけての遺跡を確認した。大曲地区で確認した 5ヵ所で20，000m'の遺跡群は、弥

生時代から中世にかけての集落跡と考えられる。周辺には、二塚山遺跡群、タヶ里遺跡、西石

動遺跡があり、神埼町から、この大曲地区一帯は、弥生時代から中世にかけての大集落群を形

成していたことになる。的地区は、城原川東岸の河岸段丘に10ヵ所、 136，000m'fこ弥生時代から

古墳時代にかけての集落跡・墳墓群からなる遺跡が確認された。徳富地区は、筑後川の自然堤

防上に営まれた弥生時代後期から鎌倉時代の遺跡を確認した。遺跡の解明とともに、佐賀平野

の形成過程を考える上で新たなる資料の提供となる。詫団地区は、城原川、田手川が形成した

自然堤防上に弥生時代貝塚を中心とする105，000ぱの遺跡が確認された。

佐賀西部地区 大和町久池井地区・Jl I上南部第 2地区、三日月町織島東分地区から遺跡が確

認された。久池井地区は、近年の調査で明らかになりつつある肥前国府正庁跡の東方に位置し、

国府関係の遺構の検出が注目される。Jl I上南部第 2地区は、嘉瀬川と山王川の形成した自然堤

防上に、弥生時代の遺跡を確認した。この一帯は久留問遺跡群をはじめとする弥生時代の大

遺跡群を形成しており、遺跡群の構成がどのように展開するか期待される。織島東分地区は、

弥生時代から中世にかけての集落跡および方墳を 1基確認した。また条里に関係すると思われ

る溝跡の検出は注目される。

佐賀南部地区 白石町馬洗地区、塩田町南志田地区・塩田地区(五町田)、武雄市武雄南部地

区・武雄東部地区から遺跡が確認された。馬洗地区からは中世の遺構を検出しており、遺跡の

性格は館跡と考えられる。白石平野に点在する中世武士団の館跡群の 1つである。南志田地区
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は、中世を中心とする集落跡、塩田地区は奈良時代集落跡と考えられる。武雄南部地区・武雄

東部地区は弥生時代から古墳時代にかけての集落跡と考えられる。周辺には有鈎釧を出土した

茂子遺跡やみやこ遺跡があり、これらの遺跡との関係が注目される。

佐賀北部地区 西有田町曲川地区・大山地区、唐津市久里・鏡地区から遺跡を確認した。曲

川地区・大山地区の所在する国見岳南側山麓には、坂ノ下遺跡をはじめとする旧石器時代から

縄文時代にかけての多くの遺跡が知られており、今回の調査においても縄文時代を中心とする

遺構が確認された。久里・鏡地区は松浦川下流の自然堤防上から古墳時代の集落跡を確認した。

佐賀上場地区 唐津市後川内地区、肥前町切木地区・大野地区、上ヶ倉地区から遺跡が確認

された。後川内地区は縄文時代の遺物包含層、中世から近世の集落跡、石塁を確認した。切木

地区・大野地区・上ヶ倉地区からは旧石器時代の遺物包含層が確認された。肥前町内からは、

磯道遺跡、生石遺跡など旧石器時代の良好な遺跡が調査されており、旧石器時代の研究上重要

な地域と言える。

文化財発掘調査

旧石器時代の調査が昭和52年度の生石遺跡以来、本格化してきており、今年度も山中遺跡の

調査などで、旧石器時代の実態が明らかにされつつある。

縄文時代の調査も、田尾遺跡・大橋遺跡など佐賀上地場区を中心に行われており、一方、平野

部においても、タヶ里遺跡の住居跡や志波屋遺跡帯平の査棺墓などが調査されたことは意義が大きい。

弥生時代では、詫田上地異塚から多数の動物骨、魚、骨が出土し、当時の食生活を解明する貴

重な資料を提供してくれた。詫田遺跡群では初めての本格的な調査であり、今後の調査による

遺跡群の解明が待たれる。鞍(鼓)遺跡の住居跡と墳墓群は上場地区の弥生文化を思考する上

で重要である。タヶ里遺跡・尾崎土生遺跡・柴尾橋下流遺跡などの後期から終末期の集落跡は

古墳時代前期の集落跡と関連して注目される。

古墳時代は、近年、集落跡の調査が増加してきており、今年度はタヶ里遺跡、尾崎土生遺跡、

志波屋遺跡群から多数の住居跡と土器を検出した。昭和48 年度の本川原遺跡の調査以来、いわ

ゆる古式土師器の集積が行われており、古墳時代の成立を考える上で、意義あることである。

歴史時代では、資料的に不耗と言われる中世遺跡の調査が、昭和49 年度の成遺跡から始まり、

今年度も板橋遺跡、北浦遺跡など集落跡、館跡の調査が行われ、中世史解明には吉報であろう。

古代・中世の土師器編年、あるいは輸入陶磁器の問題など新たな問題提起がなされている。ま

た、近年、農業基盤整備事業の進行とともに条里制の地形が失われつつある。幸い、三日月町

においては、旧地割にそった区画が施行されているので旧地割の景観は、かろうじて残されて

いる。しかし、旧地割をどのようにして保存していくか、神埼郡・杵島郡の条里とあわせて検

討しなければならない時期に至っている。
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